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自然劇場

　明けましておめでとうございます。
　いつも見慣れたはずの風景も、真っ白な雪化粧と
朝日に輝き、清々しい新年を告げています。
　皆さまの健やかな一年を祈念申し上げます。

謹賀新年
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
清
々
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

節
目
の
年
を
振
り
返
っ
て

　

昨
年
は
村
制
施
行
70
周
年
、
東
京
都
調

布
市
と
の
姉
妹
都
市
盟
約
40
周
年
と
い
う

節
目
の
年
で
し
た
。
夏
ま
つ
り
や
村
民
祭

を
始
め
と
す
る
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

た
く
さ
ん
の
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

気
候
面
で
は
、
夏
の
猛
暑
と
雨
不
足
の

後
、
比
較
的
早
い
11
月
の
初
雪
や
、
そ
の

後
の
異
常
高
温
な
ど
、
変
動
の
激
し
い
年

で
し
た
。
村
周
辺
で
は
大
規
模
災
害
な
ど

な
く
穏
や
か
な
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
交

流
の
あ
る
東
京
都
八
丈
町
で
は
台
風
被
害

に
見
舞
わ
れ
、
い
ま
だ
に
復
興
の
半
ば
で

す
。
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
寄
付
は
新
年

早
々
に
八
丈
町
へ
届
け
る
予
定
で
す
。

　

米
の
村　

木
島
平

　

猛
暑
と
い
う
厳
し
い
農
業
環
境
の
中
で

も
、
米
の
生
産
は
質
・
量
と
も
に
順
調
に

推
移
し
ま
し
た
。
昨
年
末
に
行
わ
れ
た
第

27
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国

際
大
会
で
は
18
年
連
続
の
入
賞
に
加
え
、

過
去
10
回
の
金
賞
受
賞
か
ら
全
国
３
例
目

の
「
ワ
ー
ル
ド 

ラ
イ
ス 

ア
ワ
ー
ド 

ゴ
ー

ル
ド
10
」
の
認
定
を
木
島
平
米
ブ
ラ
ン
ド

研
究
会
が
受
け
ま
し
た
。

　

毎
年
５
千
点
を
超
え
る
出
品
の
中
で
最

上
位
の
金
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
は
大
変
価

値
が
あ
り
、「
旨
い
米
の
木
島
平
村
」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
米
農

家
の
皆
様
の
努
力
が
積
み
重
な
っ
た
お
陰

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
米
に
限

木島平村長　日 䑓 正 博

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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ら
ず
他
の
農
産
物
や
木
島
平
村
そ
の
も
の

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

第
７
次
総
合
振
興
計
画

　

令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
７
次
総

合
振
興
計
画
で
は
、「
少
子
化
対
策
」、「
住

み
続
け
た
い
村
」、「
魅
力
発
信
」、「
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
」
を
最
重
点
課
題
と
し
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
と
少
子
化
が
進
む
中
、

出
生
率
の
向
上
と
若
者
の
定
住
促
進
は
最

優
先
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
子
育
て
環
境
を

充
実
さ
せ
、
若
者
が
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
村
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

魅
力
を
効
果
的
に
情
報
発
信
し
、
新
た
な

若
者
の
呼
び
込
み
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
環
境
の
整
備
も
必
要
で
、

昨
年
か
ら
村
営
賃
貸
住
宅
の
建
設
を
進
め

て
お
り
、
今
年
は
新
た
な
分
譲
地
の
整
備

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
い
増
加
し
て

い
る
空
き
家
を
、
資
源
と
し
て
活
用
す
る

必
要
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
移
住
希
望

者
か
ら
の
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
申
込
み
も

多
く
、
登
録
物
件
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
空
き
家
の

所
有
者
の
皆
さ
ん
は
早
め
に
ご
相
談
の
う

え
、
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
最
近
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
や

Ａ
Ｉ
の
普
及
な
ど
、
急
速
に
進
む
デ
ジ
タ

ル
化
に
対
応
し
、
地
方
に
い
て
も
快
適
で

迅
速
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
環
境
整

備
も
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
施
設
の
現
状
と
今
後

　

馬
曲
温
泉
は
、
利
用
者
減
少
に
加
え
、

源
泉
か
ら
湯
を
汲
み
上
げ
る
揚
湯
ポ
ン
プ

の
電
気
料
や
温
泉
水
を
加
温
す
る
た
め
の

燃
料
費
の
高
騰
な
ど
で
経
営
維
持
が
困
難

に
な
り
、
昨
年
11
月
に
営
業
を
中
止
し
ま

し
た
。
民
間
事
業
者
か
ら
の
活
用
提
案
を

募
集
し
、
今

後
参
考
に
し

な
が
ら
新
た

な
運
営
者
を

再
募
集
す
る

予
定
で
す
。

年
度
内
に
将

来
の
方
向
性

を
決
定
し
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
は
、
大
規

模
改
修
案
が
村
民
の
理
解
を
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
マ
ル
シ
ェ
ホ
ー
ル
な
ど
建

物
西
側
は
雨
漏
り
す
る
な
ど
老
朽
化
し
、

冬
期
間
は
閉
鎖
し
て
い
る
状
況
で
す
。
そ

の
た
め
、
早
め
に
解
体
撤
去
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

 

一
方
で
、
農
業
振
興
公
社
や
観
光
振
興

局
が
中
心
と
な
り
、
下
高
井
農
林
高
校
と

連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
家
族
連
れ
を
対
象

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
利
用
客
が
増
加

し
、
東
側
を
中
心
と
し
た
米
や
特
産
品
の

販
売
や
飲
食
店
の
売
上
げ
が
伸
び
て
い
ま

す
。
観
光
客
や
村
民
が
集
う
賑
わ
い
の
拠

点
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
村
の
農
産
物
や

加
工
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売
拠
点
と
し
て

の
機
能
は
、
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

国
外
で
は
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

ガ
ザ
地
区
の
紛
争
な
ど
混
乱
が
続
き
、
近
隣

諸
国
と
の
外
交
関
係
な
ど
が
資
源
の
調
達

や
観
光
な
ど
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
難
し
い
局
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
内
で
は
初
の
女
性
総
理
が
誕

生
し
、「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
へ
と
変

わ
り
ま
し
た
が
、
円
安
や
人
手
不
足
な
ど

に
よ
る
日
用
品
や
食
料
品
、
資
材
の
高
騰

が
続
い
て
い
ま
す
。
国
の
物
価
高
対
策
の

重
点
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、
生
活
支
援

や
村
内
消
費
拡
大
対
策
は
、
で
き
る
だ
け

早
め
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　

令
和
８
年
が
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
健

康
で
希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
、
村
と

と
も
に
馬
の
如
く
大
き
く
飛
躍
す
る
年
と

な
る
こ
と
を
願
い
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

し
ま
す
。

3
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所得税・村県民税の
申告相談が始まります

２月 16 日（月）

３月 16 日（月）

1

2

　村・県民税は、個人の申告に基づき、令和７年中の所得に対して、令和 8 年度に課税されます。
村では、左ページの日程で申告相談を行いますので、事前に電話でご予約のうえお越しください。

・・・確定申告をする必要がある方・・・

・・・申告に必要なもの・・・

　令和８年１月１日現在、村内に住所があり、令和７年中の
状況が次のいずれかに該当する方が対象です。
村では、村民税県民税申告が必要と思われる方に 2 月上旬
に申告書を発送します。申告書が届かなかった方で該当する
方は、税務係へご連絡ください。
※税務署への所得税の確定申告をする方は、村民税県民税申　
　告をしたものとみなされますので、改めて村民税県民税申
　告を行う必要はありません。
① 農業などの事業所得がある
② 不動産（小作料等）・配当（ＪＡ出資金等）などの所得
　がある
③ 給与が年末調整されていない
④ 勤務先から村に給与支払報告書が提出されていない
⑤ ２か所以上から給与の支払を受けた
⑥ 所得がなく、どなたの扶養にもなっていない

□申告書類一式
　※村や税務署から送付されたすべての書類
□本人確認書類（①または②）
　①マイナンバーカード
　②身元確認書（運転免許証、健康保険証など）
□所得（収入）の分かる書類
　源泉徴収票（原本）、収支内訳書、各帳簿など
□振替口座の届出印
　※所得税を口座振替にする方のみ

□身体・精神障害者手帳・療育手帳等、障害者
　控除対象者認定書
□医療費控除の明細書（支払内訳をまとめたもの
　または医療費通知書）
□生命保険・個人年金・地震保険等の払込証明書
□社会保険料（国民年金保険料等）控除証明書
　※国民年金控除証明書を紛失した方は「ねんきん
　加入者ダイヤル」0570（003）004 へご連絡く
　ださい。

【申告に関するお問合せ】
　村県民税　総務課税務係　内線 112　／　所得税　信濃中野税務署 0269（22）3151

公的年金を受給している方

　次の①②どちらにも該当する方は、所
得税の確定申告は不要です。
①公的年金の収入金額の合計額が 400
　万円以下
②公的年金などの雑所得以外の所得金額
　が 20 万円以下
※公的年金以外の所得がある場合や、各
　種控除を受ける場合は、所得税の確定
　申告が必要ない場合であっても、村民
　税や県民税の申告が必要な場合があり
　ます。
※所得税の支払や還付を受
　けるには、確定申告をす
　る必要があります。

各種控除、必要書類など詳しくは、国税庁ウェ
ブサイト「確定申告特集」をご覧ください。▶
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村県民税申告相談日程表 午前の部　午前 9 時 00 分～ /  午後の部　午後 1 時 30 分～

――――――　必ず事前に予約してください　――――――
【予約専用電話】090（4822）8602
【予約受付】午前 8 時 30 分～正午  /  午後 1 時～午後 5 時 15 分

相談日 会場

２

月

　  ２月 16 日㈪　

役場２階
　　17 日㈫
　　18 日㈬
　　19 日㈭
　　20 日㈮
　　23 日㈪ ( 振替休日 )
　　24 日㈫

役場２階
　　25 日㈬
　　26 日㈭
　　27 日㈮

３

月

　　 3 月２日㈪ ( 申告休み )
　　 ３日㈫

役場２階

　　 ４日㈬
　　 ５日㈭
　　 ６日㈮
　　 ９日㈪
　　10 日㈫
　　11 日㈬
　　12 日㈭
　　13 日㈮
　　16 日㈪

　　今年の変更点

　出張会場での申告相談を見直し、今回は役場会場へ集約
しました。相談会場を一つにまとめることで人手を集中し、
多くの方が相談しやすく、待ち時間も短縮してスムーズに
ご案内できる体制を整えました。
　今後も円滑な申告相談が行えるよう努めて
まいります。ご理解とご協力をお願いします。

①給与所得控除の見直し②同一生計配偶者および扶養親族の合
計所得金額に係る要件等の引上げ③大学生年代の子等に関する
特別控除（特定親族特別控除）が創設されました。
※改正は令和７年１月１日～ 12 月 31 日の収入を基
　礎とする令和８年度の個人住民税に適用されます。
※詳しくは村公式ウェブサイトをご覧ください。

■令和 7 年度税制改正の概要（個人住民税）　――――――

村公式
ウェブサイト

信濃中野税務署からのお知らせ 【信濃中野税務署　電話 0269（22）3151】

　確定申告には、ご自身のスマホ・パソコンから国税庁ホーム
ページ「確定申告書等作成コーナー」を利用するｅ－Ｔａｘが
便利です。確定申告会場に出向かずにご自宅から確定申告がで
きますので、ぜひｅ－Ｔａｘをご利用ください。

会場　信濃中野税務署　２階会議室
期間　２月 16 日㈪～３月 16 日㈪
時間　相談受付：午前８時 30 分～午後４時
　　　相談開始：午前９時から

申告会場の入場には整理券の発行が必要です
▶整理券を発行する方法
①国税庁 LINE 公式アカウントを
　通じオンラインでの事前発行
②会場での当日配布（配布状況に
　よっては受付を終了する場合もあります）

所得税・個人消費税・贈与税の

　　　　確定申告会場を開設します

確定申告は便利な e -Tax をご利用ください

書面による申告書等をご提出される方へ
　令和７年１月以降、確定申告書等の控えに収受日付印の押印は行っていません。申告書等の提
出年月日は必要に応じてご自身で記録・管理をお願いします。

◀国税庁確定申告書
　等作成コーナー
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春
先
に
向
け
て
準
備
を

 

断
熱
化
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　

村
で
は
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
防
止
な
ど

の
住
環
境
の
向
上
お
よ
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
の
推
進
を
目
的
に
、
断
熱
化
住
宅
リ　

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

工
事
を
計
画
の
際
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◉
利
用
条
件

○
工
事
に
要
す
る
費
用
が
10
万
円
以
上

○
村
内
の
業
者
が
施
工
す
る
工
事

◉
補
助
率　

　

対
象
工
事
費
の
５
分
の
１
以
内

◉
補
助
上
限
額　

10
万
円

◉
対
象
工
事

○
単
板
ガ
ラ
ス
を
複
層
ガ
ラ
ス
に
取
替

○
既
存
開
口
部
の
内
側
ま
た
は
外
側
に

　

新
た
な
サ
ッ
シ
を
設
け
、
二
重
サ
ッ

　

シ
と
す
る

※
リ
フ
ォ
ー
ム
等
を
計
画
す
る
際
は
、
工

　

事
に
取
り
掛
か
る
前
に
補
助
対
象
に
な

　

る
か
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
農
村
整
備
係　

内
線
１
５
２
】

村公式
ウェブサイト

  

被
災
地
へ
の
義
援
金

   
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

令
和
７
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風
22

号
・
23
号
で
被
災
し
た
東
京
都
八
丈
町

へ
、
村
民
祭
な
ど
で
義
援
金
を
募
り
、
集

ま
っ
た
金
額
は
24
万
６
千
円
で
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
で
も
児
童
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
き
、
米
の
販
売
代
金
な
ど
の

６
万
２
３
５
６
円
を
義
援
金
と
し
て
八

丈
町
へ
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
、
１
月
15
日
に
八
丈
町
を
訪

問
し
、
教
育
長

を
通
じ
て
お
渡

し
し
ま
す
。
ご

協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
総
務
係　

内
線
１
０
６
】

  

村
職
員　

人
事

◉
12
月
31
日
付　

退
職
（　

）
は
旧
所
属

　

丸
山　

志し

穂ほ

（
子
育
て
支
援
課
）

◉
１
月
１
日
付　

異
動

○
室　

正
し
ょ
う
い
ち一

　

総
務
課
政
策
情
報
係

　
（
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
）

○
山
﨑　

佐さ

き起

　

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
（
総
務
課
政
策
情
報
係
）

【
総
務
係　

内
線
１
０
８
】 ▲義援金を教育長へ手渡し

  

山
本
涼り

ょ
う
た太

選
手
へ
の

　
　
　
　
　
　

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

12
月
1
日
か
ら
14
日
の
期
間
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
に

出
場
し
て
い
る
村
出
身
の
山
本
涼
太
選
手

を
応
援
す
る
た
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
寄
せ
書
き
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。  

　

寄
せ
書
き
さ
れ
た
旗
に
は
、
心
温
ま
る

励
ま
し
の
言
葉
が
あ
ふ
れ
、
選
手
へ
の
期

待
と
エ
ー
ル
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
旗
は
、
選
手
本
人
へ
贈
呈
い
た
し
ま
し

た
。  

　

こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
見
据
え
な
が
ら
、
み
ん
な
で
応
援
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

【
生
涯
学
習
係

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】  

  

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

 

国
際
大
会
の
受
賞
報
告
会

　

12
月
６
日
、
７
日
に
茨
城
県
つ
く
ば
み

ら
い
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
27
回
米
・
食

味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
」
の

受
賞
報
告
会
が
、
12
月
24
日
に
役
場
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

◉
受
賞
者
（
敬
称
略
）

〇
ワ
ー
ル
ド 

ラ
イ
ス 

ア
ワ
ー
ド

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

ゴ
ー
ル
ド
10

　

木
島
平
米
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会

〇
国
際
総
合
部
門　

特
別
優
秀
賞

　

山
嵜　

智と
も
ゆ
き之

（
稲
荷
）

　

木
島
平
米
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会
所
属

【
産
業
企
画
係　

内
線
１
４
３
】
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
確
定
申
告
や
住

民
税
申
告
の
際
に
、
納
め
た
保
険
料
の
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
国
民
年
金
保

険
料
控
除
証
明
書
」
の
電
子
デ
ー
タ
ま
た

は
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
送
付
時
期

は
左
表
を
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
、
不
妊
治
療
や
不
育
症
治
療
を

受
け
た
夫
婦
に
対
し
て
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
治
療
費
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
者

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
不
妊
治
療
・
不
育
症
治
療
を
行
っ
て
い

　

る
夫
婦
（
事
実
婚
を
含
む
）

②
夫
婦
双
方
ま
た
は
い
ず
れ
か
が
村
に
引

　

き
続
き
１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
見
込

　

み
が
あ
る
方

③
公
的
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

④
村
税
等
の
滞
納
が
な
い
方
（
同
一
世
帯

　

員
を
含
む
）

　

対
象
と
な
る
治
療

　

不
妊
治
療
お
よ
び
不
育
症
治
療

※
第
三
者
が
関
わ
る
治
療
を
除
き
ま
す
。

　

助
成
額
お
よ
び
助
成
期
間

　

不
妊
治
療
・
不
育
症
治
療
に
か
か
っ
た

医
療
費
の
う
ち
の
自
己
負
担
額
（
上
限

30
万
円
、
年
度
で
通
算
６
年
度
以
内
）

※
長
野
県
や
木
島
平
村
以
外
の
自
治
体
か

　

ら
交
付
さ
れ
た
助
成
金
、
医
療
保
険
各

　

法
の
規
定
に
基
づ
く
保
険
給
付
の
対
象

　

と
な
る
経
費
（
高
額
医
療
費
を
含
む
）

　

の
助
成
額
を
除
き
ま
す
。

※
長
野
県
の
支
援
事
業
の
対
象
と
な
る
方

　

は
、
先
に
県
へ
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ

　

さ
い
。

　

申
請
期
限

　

治
療
が
終
了
し
た
年
度
の
翌
年
度
末

（
例
）
令
和
７
年
度
分
の
申
請
は
、
令
和

　

７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31

　

日
ま
で
の
治
療
が
対
象
と
な
り
、
申
請

　

期
限
は
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
。

　

詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
健
康
福
祉
係
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
助
成
の
希
望
や
相
談

な
ど
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

不
妊
・
不
育
症
治
療
を

　
　
　
　
　

支
援
し
ま
す

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

村公式
ウェブサイト

【
留
意
事
項
】

○
確
定
申
告
会
場
に
必
ず
持
参
を

　
「
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
」

お
よ
び
「
領
収
書
」
は
必
ず
確
定
申
告

会
場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
控
除
証
明
書
を
紛
失
し
た
場
合

　

控
除
証
明
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
申
請
ま
た
は
ね
ん
き
ん
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０
（
０
０
３
）

０
０
４
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
電
子
送
付
の
登
録
に
つ
い
て

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
お
い
て
事

前
に
電
子
送
付
希
望
の
登
録
を
行
っ
て

い
な
い
方
は
、
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
生
活

環
境
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
２
】

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

  

全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

納めた時期 送付方法 控除証明書の送付時期

令和７年１月１日から

　　　　９月 30 日の間

電子データ
　令和７年 10 月中旬から

　　　　　 10 月下旬ごろ

ハガキ
　令和７年 10 月下旬から

　　　　　 11 月上旬ごろ

令和７年 10 月１日から

　　　     12 月 31 日の間

電子データ 令和８年１月下旬ごろ

ハガキ 令和８年２月上旬ごろ

▼控除証明書の送付時期

日本年金機構
ウェブサイト
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地
域
発　

元
気
づ
く
り
支
援
金

◉
対
象
事
業　

自
ら
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
、
自
主
的
、

　
　
　
　
　
　

主
体
的
に
取
り
組
む
地
域
の
元
気
を
生
み

　
　
　
　
　
　

出
す
モ
デ
ル
的
で
発
展
性
の
あ
る
事
業

◉
選
定
基
準　

令
和
７
年
度
か
ら
、
従
来
の
選
定
基
準
に
次

　
　
　
　
　
　

の
２
つ
の
基
準
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

Ａ 

広
域
的
な
連
携
事
業

　
　
　
　
　
　

Ｂ 

人
口
減
少
下
に
お
い
て
真
に
持
続
可
能

　
　
　
　
　
　
　

 

な
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
事
業

◉
補  

助  

率　

①
ハ
ー
ド
事
業
（

建
物
等
の
建
設
や
改
修
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
　
　
　
　

   

②
ソ
フ
ト
事
業
（
ハ
ー
ド
事
業
以
外
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内

◉
対  

象  

者　

 

地
域
づ
く
り
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、協
議
会
、

　
　
　
　
　
　

 

自
治
会
、
公
共
的
団
体　

な
ど

◉
募
集
期
間 　

２
月
２
日
（
月
）
ま
で

協
働
の
む
ら
づ
く
り
支
援
金

◉
対
象
事
業　

自
ら
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
、
協
働
の
力
で

　
　
　
　
　
　

自
主
的
、
主
体
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
活

　
　
　
　
　
　

力
を
生
み
出
す
発
展
性
お
よ
び
継
続
性
の
あ

　
　
　
　
　
　

る
事
業

◉
補  

助  

率　

①
ソ
フ
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
・
行
政
区　

10
分
の
10
以
内
（
上
限
30
万
円
）

　
　
　
　
　
　
・
そ
の
他　

10
分
の
10
以
内
（
上
限
20
万
円
）

　
　
　
　
　
　

②
ハ
ー
ド
事
業

　
　
　
　
　
　
・
行
政
区　

５
分
の
４
以
内
（
上
限
40
万
円
）

　
　
　
　
　
　
・
そ
の
他　

３
分
の
２
以
内
（
上
限
40
万
円
）

◉
対  
象  

者　

地
域
づ
く
り
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、協
議
会
、

　
　
　
　
　
　

行
政
区
、
公
共
的
団
体　

な
ど

◉
募
集
期
間　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

令
和
８
年
度
事
業

地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

募集開始

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
４
】

　

県
お
よ
び
村
で
は
、公
共
的
団
体
な
ど
が
住
民
と
と
も
に
、

自
主
的
、
主
体
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す

事
業
に
対
し
て
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
県
お
よ
び
村
の
支
援

金
を
活
用
し
て
「
元
気
」
を
発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
注
意
事
項

・
県
お
よ
び
村
い
ず
れ
の
事
業
も
、
令
和

　

７
年
度
か
ら
制
度
改
正
を
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
各
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

・
申
請
を
考
え
て
い
る
方
は
、
必
ず
事
前

　

に
政
策
情
報
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
行
政
区
へ
の
補
助
率
お
よ
び
限
度
額

を
か
さ
上
げ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
野
県
「
地
域
発　

元
気
づ
く
り
支
援
金
」
と
の
併
用
も
可
能
で
す
。

▲協働のむら
づくり支援金

▲地域発 元気
づくり支援金

  

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
北
信
学
部

　
　
　
　

令
和
８
年
度
学
生
募
集

◉
対
象
者

　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

◉
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

◉
学
習
期
間

　

２
年
間
（
年
間
20
日
程
度
、60
時
間
程
）

◉
学
習
内
容

・
教
養
講
座

・
趣
味
健
康
交
流
講
座

・
地
域
づ
く
り
講
座

◉
会
場
（
北
信
学
部
）

　

飯
山
市　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所

◉
授
業
料
（
年
額
）

　

１
万
２
千
円
（
別
途
教
材
費
な
ど
）

◉
募
集
期
間

　

２
月
２
日
（
月
）
～
３
月
31
日
（
火
）

　

※
北
信
学
部
は
４
月
17
日
（
金
）
ま
で

　
　

受
付
け
ま
す
。

◉
応
募
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
に
願
書
を
持
参
も
し
く

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
役
場　

健
康
福
祉
係

・
北
信
保
健
福
祉
事
務
所
２
階
福
祉
課

◉
問
合
せ

　

公
益
財
団
法
人　

長
野
県
長
寿
社
会

開
発
セ
ン
タ
ー
北
信
支
部

　

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
３
７
２
５

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】
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給
食
や
全
校
一
斉
田
植
え
・
稲
刈
り
な

ど
の「
食
育
」環
境
、

さ
ら
に
は
保
・
小
・

中
一
貫
の
地
域
全

体
で
の
教
育
体
制

に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
他
の
自
治
体
と

比
べ
て
も
「
進
ん

で
い
る
」
と
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
際
に
村
で
子
育
て
を
し
て

き
た
江
田
会
長
の
体
験
談
は
、
参
加
者

の
共
感
を
呼
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

村
で
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
こ
と

が
、
村
外
か
ら
は
「
恵
ま
れ
て
い
る
」

と
感
じ
ら
れ
て
い
る
点
は
ま
だ
多
く
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
魅
力

を
広
く
伝
え
て
い
き
ま
す
。

【
移
住
定
住
推
進
係　

内
線
１
４
２
】

村への移住・定住・空き家
に関するお知らせなどを

掲載します！

159

　

誰
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
！

　
　
　
　
　

移
住
定
住
交
流
会

　

村
で
は
、
移
住
さ
れ
た
方
へ
の
定
住
支

援
と
し
て
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
開
催
し
た
交
流
会
に
は
、
20
代
か

ら
60
代
ま
で
の
幅
広
い
世
代
、
22
名
が
参

加
し
、
賑
や
か
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
参
加
者
を
「
移
住
者
」
だ
け

に
限
定
せ
ず
、
村
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
も

移
住
し
た
ば
か
り
の
方
も
一
緒
に
交
流
で

き
る
場
で
す
。

　

以
前
か
ら
、「
せ
っ
か
く
移
住
し
た
の

だ
か
ら
、
地
域
の
方
と
も
っ
と
交
流
し

た
い
」
と
い
う
声

や
、
地
域
の
方
か

ら
「
移
住
者
の
話

を
聞
き
た
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
あ

り
、
情
報
交
換
や

人
脈
づ
く
り
の
機

会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

普
段
な
か
な
か
出
会
わ
な
い
方
々
が
交

流
し
、例
え
ば
古
民
家
購
入
者
同
士
で「
経

験
の
共
有
」
や
「
改
修
材
料
の
共
同
購
入
」

な
ど
の
ア
イ
デ
ア
が
飛
び
交
い
、
移
住
者

の
増
加
と
と
も
に
話
題
も
ま
す
ま
す
広
が

っ
て
い
ま
す
。

信
州
の
子
育
て
実
体
験
を
伝
え
る

　
　

移
住
セ
ミ
ナ
ー
（
東
京
開
催
）

　

近
年
、「
教
育
移
住
」
を
考
え
る
方
が

増
え
て
お
り
、
県
主
催
の
「
信
州
で
子
育

て
」移
住
セ
ミ
ナ
ー
が
都
内
で
開
催
さ
れ
、

木
島
平
村
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
に
は
、
村
の
子
育
て
施
策
や
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
長
年
携
わ
っ
て

い
る
木
島
平
村
移
住
定
住
促
進
協
議
会
の

江
田
宏
子
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

村
の
ほ
か
、
県
内
８
市
町
村
が
子
育
て

環
境
の
特
色
を
発
表
し
、
村
か
ら
は
有
機

▲江田会長の体験談を聴く

　

演
劇
「
木
島
平
の
カ
ロ
」

　

交
流
推
進
員
の
水
澤
祐ゆ

う
す
け介

で
す
。

　

12
月
13
日
か
ら
21
日
ま
で
、
調
布
市

の
せ
ん
が
わ
劇
場
に
て
、
「
木
島
平
の

カ
ロ
」
が
全
10
回
公
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
、
南
鴨
地
区
で
伝
わ
る

「
柱
松
子
」
を
題
材
に
し
て
お
り
、
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
内
容
で

す
。
私
も
鑑
賞
し
ま
し
た
が
、
登
場
す

る
お
ば
あ
さ
ん
の
話
し
方
や
仕
草
が
、

ま
る
で
村
に
い
る
よ
う
で
、
物
語
に
引

き
込
ま
れ
ま
し
た
。
主
人
公
に
共
感
す

る
場
面
も
多
く
、
と
て
も
楽
し
く
観
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

12
月
20
日
と
21
日
の
公
演
後
に
は
出

張
販
売
を
行
い
、
蒸
か
し
た
お
や
き
や

リ
ン
ゴ
、
キ
ノ
コ
な
ど
の
農
産
物
や
加

工
品
を
販
売
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
が

足
を
止
め
て
く
だ
さ
り
、
演
劇
の
観
客

だ
け
で
な
く
通
り
が
か
り
の
方
に
も
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

普
段
と
は
違
う
場
所
や
お
客
様
に
木

島
平
村
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
多
く
の
方
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
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　村では、河川の水質管理と生態系への影響の調査を目的に、河川の水質検査をしてい
ます。河川の類型は、環境省の「生活環境の保全に関する環境基準」で定められており、
その河川がどのような用途に向いているかを表しています。一人ひとりが河川に対する
意識を持ち、水質の維持、向上に努めましょう。　　　　　　【生活環境係　内線 123】

◉河川水質検査の結果
（採水日時：令和７年 11 月 17 日  午前 10 時 30 分～午後１時 40 分 / 天候：晴れ / 気温：10.0℃～ 16.9℃）

◆（参考）環境省「生活環境の保全に関する環境基準」

各項目の説明について、詳しくは村公式ウェブサイトをご確認ください。

村の河川の水質検査の結果をお知らせします
令和７年度

採水
場所

樽川 樽川 樽川 馬曲川 馬曲川 大川
上流

大川

下流
農業用水

基準試験
項目

（糠千） （新橋） （小見橋） （馬曲）
（グリーン
センター） （西小路） （市之割）

ｐＨ －  7.6 7.5 7.4 7.4 7.5 7.5 7.5 6.0 ～ 7.5

ＳＳ mg/ ℓ 1 未満 2.0 2.0 1 未満 1未満 5.0 4.0
100mg/ ℓ

以下

ＢＯＤ mg/ ℓ 0.5 0.8 1.2 0.5 未満 0.6 0.7 0.6
8mg/ ℓ
以下

大腸
菌数

CFU/
100m ℓ

1 未満 42.0 540.0 6.0 28.0 110.0 100.0 ―

全窒素 mg/ ℓ 0.36 0.52 0.71 0.22 0.29 0.51 0.52
1mg/ ℓ
以下

全りん mg/ ℓ 0.018 0.070 0.060 0.012 0.013 0.058 0.052 ―

ＤＯ mg/ ℓ 11.0 11.0 11.0 12.0 11.0 10.0 10.0
5mg/ ℓ
以上

Ｃ l ‐ mg/ ℓ 1.4 4.7 7.6 1.6 1.8 19.0 11.0 ―

河川類型比較 AA A B AA A A A

項目

類型

利用目的の

適応性

水素イオン

濃度 （ｐＨ）

浮遊物質量

(SS)

生物化学的酸素

要求量 （ＢＯＤ）
大腸菌数

溶存酸素量

（ＤＯ）

ＡＡ 水道 1 級 6.5 ～ 8.5 25mg/ ℓ以下 1mg/ ℓ以下
20CFU/100m ℓ

以下
7.5mg/ ℓ以上

Ａ
水道 2 級

水産 1 級
6.5 ～ 8.5 25mg/ ℓ以下 2mg/ ℓ以下

300CFU/100m ℓ

以下
7.5mg/ ℓ以上

Ｂ
水道 3 級

水産 2 級
6.5 ～ 8.5 25mg/ ℓ以下 3mg/ ℓ以下

1,000CFU/100m ℓ

以下
5mg/ ℓ以上

Ｃ
水産 3 級

工業用水 1 級
6.5 ～ 8.5 50mg/ ℓ以下 5mg/ ℓ以下 ― 5mg/ ℓ以上

Ｄ
工業用水 2 級

農業用水
6.0 ～ 8.5 100mg/ ℓ以下 8mg/ ℓ以下 ― 2mg/ ℓ以上

Ｅ
工業用水 3 級

環境保全
6.0 ～ 8.5

ごみ等の浮遊が

認められないこと
10mg/ ℓ以下 ― 2mg/ ℓ以上
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　開庁時間での来庁が難しい方は、ぜ
ひこの機会をご利用ください。
※予約をしてからお越しください。

◉予 約 先　生活環境係
◉予約方法　平日午前８時 30 分から
　　　　　　午後５時の間に電話にて
　　　　　　希望の時間をお知らせく
　　　　　　ださい。

【生活環境係　内線 122】

　

不要なオプションが付けられていた !?
　　　　　携帯電話の契約は慎重に

　機種変更で携帯電話ショップに行ったところ、同じキ
ャリアの端末を熱心に勧められ契約した。後で契約書を
見ると、断ったはずのオプションやセキュリティソフト
が付いていた。

【アドバイス】
・契約前に内容をよく確認し、分からない場合は契約を
　控えましょう。勧められたオプションは必要がなけれ
　ばきっぱり断りましょう。
・その場で契約書を確認し、不要な契約や支払額を
　チェックしてください。
・不要なオプションは、すぐに携帯電話ショップで解約
　を申し出ましょう。
・困ったときは、長野県消費生活センター（0263（40）
　3660）もしくは消費者ホットライン（188）へご相
　談ください。

【生活環境係　内線 121】

マイナンバーカード専用窓口

臨時開設

　

木
島
平
村
の
魅
力
発
信
中

　

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
松
森
で
す
。
昨
年
６
月
に
観
光
振
興

局
に
赴
任
し
て
か
ら
、
早
く
も
半
年
が

経
ち
ま
し
た
。
10
月
か
ら
は
観
光
振
興

局
事
務
局
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
月
、
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平

で
開
催
さ
れ
た
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
に
は

来
て
い
た
だ
け
ま
し
た
か
？
村
の
皆
さ

ん
と
観
光
振
興
局
が
関
わ
る
の
は
、
こ

う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
が
多
い
た

め
、
「
観
光
振
興
局
は
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
？
」
と
思
わ
れ
る
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た
人
数

の
中
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
で
で
き
る

よ
う
、
村
の
魅
力
を
広
く
伝
え
る
「
広

報
活
動
」
を
中
心
に
日
々
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
め
ぐ
る
木
島
平
」、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
オ
ー
プ

ン
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
で
、
日
々
、
木
島
平

の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
に
参
加
し

て
、
「
今
」
の
木
島
平

を
感
じ
て
み
て
く
だ

さ
い
！

②
近
隣
自
治
体
や
観
光
団
体
と
の
連
携

　

近
隣
の
自
治
体
と
様
々
な
観
光
団
体

を
立
ち
上
げ
て
共
同
で
広
報
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
姉
妹
都
市 

調
布
市

の
イ
ベ
ン
ト
で
木
島
平
村
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
木
島
平
村
や
イ
ベ

ン
ト
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

施
設
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

③
メ
デ
ィ
ア
へ
向
け
広
報

　

村
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
季
節
の
風
物

詩
と
い
っ
た
話
題
を
、
テ
レ
ビ
局
や
ラ

ジ
オ
局
、
新
聞
社
に
提
供
し
、
取
材
の

依
頼
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
多
く
の
方
に
木
島
平
村
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲オープン
　　チャット
　「よってがし」

問合せ 観光振興局
　　　　　0269(82)2800

松森　正
まさひこ

彦

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

１月 28 日（水）
午後５時 15 分～午後 7 時 15 分
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　寒さが増すと、手足の先が冷たくなったり、一度冷えると温まりにくいと感
じる人が増えます。「毎年のこと」と諦めず、冬だけでなく通年の症状も含め、
原因や予防法、対処法を知り、早めに改善しましょう。

冷え症を知り、 快適な冬を過ごそう

冷え症とは

健　康

だより

健康福祉係
内線１２５

「
毎
年
つ
ら
い
」
が
な
く
な
る
冷
え
対
策・首、手首、足首の “3 つの首 ” を冷

　やさない
・靴下や腹巻きを上手に活用する
・入浴はシャワーだけで済ませず、
　41℃以下の湯に 10 分から
　15 分程度つかる

・ウォーキングやストレッチ
　を習慣にする

・つま先立ちや屈伸運動など「ながら
　運動」を取り入れる

・デスクワークの合間には 1 時間に
　1 回は立ち上がる

・睡眠時間を確保する
　( 個人差はありますが
　６～８時間が適正な睡
　眠時間と考えられます。)

・無理なダイエットは代謝低下につ
　ながるため注意する

　冷え症は、血液の流れが悪く毛細血管まで温かい血液が届かない
ため、手足などが冷たく感じる状態です。「たかが冷え」と思いが
ちですが、そのままにすると肩こりや頭痛、不眠、胃腸の不調など
を引き起こすこともあり、早めの対策が大切です。

主な原因

◉血行不良
　長時間同じ姿勢でいたり、運動不足や
ストレスにより血流が悪くなり、手足ま
で温かい血液が届きにくくなります。
◉食生活の偏り
　偏った食事や朝食を抜くことで、体の
代謝が低下します。

◉自律神経の乱れ
　過労や睡眠不足、不規則な生活で自律
神経のバランスが崩れ、体温調節がうま
くできなくなります。
◉筋力の低下
　筋肉には熱を生み出し、血液を送り出
すポンプの役割もあります。

冷え症の対策

温めるポイントを意識する

・体を温める作用のある食材や発酵
　食品を摂取する
　（生姜やネギ、根菜、味噌、発酵
　 食品、 紅茶など）

・カフェインのとりすぎに注意する
・朝食は必ずとり、温かい
　メニューを取り入れる

体を温める食事

運動をする 生活リズムを整える
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次回の「集まろう！通いの場  ピース」
１/22（木）　リズムフィットネス　 講師：フィットネストレーナー　宮澤君

き み え

依氏
２/ ５（木）　もうすぐオリンピック！カローリングに挑戦
※カローリングとは、カーリングを屋内の床で楽しめるように考案されたニュースポーツです。

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　健康福祉係　内線 126・127　　★直通電話 0269（82）4771

地域包括支援センター

◉こんな悩みを抱えていませんか
　「体力が落ちてきたから運動したい」、「家族の介護が大変」、「一人暮らしだけど、急な
入院が必要になった時の手続きはどうしたらいいの」、「最近、おばあちゃんが何度も同じ
ことを聞いてくる」などのお悩みはありませんか。
　地域包括支援センターは、高齢者のための相談窓口です。自分や家族では解決できずに
困っていること、また友人や近所の人が困っているようだなど、どんな相談にも対応し一
緒に考えていきます。直通の電話もありますので、困ったときは、まずご連絡ください。

地域包括支援センターは高齢者のための相談窓口です

        

脳
と
ホ
ル
モ
ン
へ
の
良
い
影
響

　

笑
う
こ
と
で
脳
か
ら
幸
福
感
や
リ
ラ

ッ
ク
ス
効
果
の
あ
る
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌

さ
れ
、
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が

抑
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
律
神
経
の

バ
ラ
ン
ス
が
整
い
、
免
疫

力
向
上
に
も
つ
な
が
る

た
め
、
心
身
の
健
康
に

プ
ラ
ス
に
働
き
ま
す
。

          

皆
で
笑
う
こ
と
の
重
要
性

　

一
人
で
テ
レ
ビ
を
見
て
笑
う
よ
り

も
、
友
人
や
家
族
と
一
緒
に
声
を
出
し

て
笑
う
方
が
、
身
体

に
も
心
に
も
よ
り

効
果
的
で
す
。

　

寒
く
な
り
外
出
が
減
り
が
ち
な
時
期

で
す
が
、
天
気
の
良
い
日
は
ぜ
ひ
外
に

出
て
、
み
ん
な
で
声
を
出
し
て
笑
い
ま

し
ょ
う

 【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
７
】

　

第
51
回
長
野
県
保
健
補
導
員
等
研
究

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
学

び
を
皆
さ
ん
に
共
有
し
ま
す
。

　
　

い
が
も
た
ら
す
健
康
効
果

　

福
島
県
立
大
学 

医
学
部
疫
学
講
座

太
平
哲て
つ
や也
主
任
教
授
に
よ
る
講
演
「
笑

い
が
も
た
ら
す
健
康
効
果
」
で
は
、　

笑
う
こ
と
が
身
体
と
心
の
両
面
に
多
く

の
い
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

        

筋
力
ア
ッ
プ
効
果

　

笑
い
に
は
色
ん
な
笑

い
方
が
あ
り
ま
す
が
、

声
に
出
し
て
笑
う
こ
と

で
口
や
お
腹
、喉
の
筋
肉
が
鍛
え
ら
れ
、

筋
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

・「
は
」「
ほ
」
の
発
声
は
、

　
　

多
く
の
筋
肉
を
使
う
笑
い
方

　

・「
ひ
」「
へ
」
の
発
声
は
、

　
　

口
角
が
上
が
り
笑
顔
が
作
れ

　
　

ま
す

包括だより

木島平村地域包括支援センター
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今日から無理なく始めよう

大作ご み 減 量

14

　【生活環境係　内線 123】

戦
　プラスチックごみを減らすために

　近年、プラスチックごみは環境中で分解されずに蓄積し、海洋生物への
被害や生態系の破壊、地球温暖化など、世界的に深刻な問題となっています。
　令和６年度に村へ出された１人あたりのプラスチックごみは 6.4㎏、ペッ
トボトルは 1.2㎏でしたが、令和７年度は増加傾向にあります。プラスチッ
クごみを減らすには、ごみになる前の「リデュース」や「リユース」、そし
てごみになった後の「リサイクル」が重要です。わたしたち一人ひとりが、
日常生活でできることから取り組みましょう。

Vol.2

＊それぞれの指定ごみ袋に入れて出してください。
＊指定ごみ袋に入らない場合は、ごみ袋と同じ
　大きさまで割って小さくし、氏名を明記して
　ごみ収集の日にそのまま出してください。
　（複数ある場合はしばってください。）
＊大量の場合は、汚れているものに限りエコ
　パーク寒川へ持ち込みが可能です。

発泡スチロール

分別 プラごみ

もえるごみ

汚れがないもの

汚れが落ちないもの

＊透明または半透明の袋に「電池」と氏名を明記
　して、年２回の電池回収日（不燃ごみの日）に
　出してください。モバイルバッテリーや加熱式
　タバコなど、電池が内蔵されていて外せないも
　のも、電池類とまとめて出してください。

リチウム電池による火災注意
　リチウムイオン電池が原因の火災が増えていま
す。ごみ処理施設や収集車で火災が起きると、ご
み処理が止まり、生活に支障が出ます。電池は必
ず分別し、もえるごみ等と一緒に出さないようご
協力をお願いします。

電池類

分別 不燃ごみ

（ニッケル・リチウムイオン・
  ボタン・アルカリ・マンガン等）

　マイボトルやマイバッグを持参

　し使い捨てプラスチックを減らす

　食品や飲み物購入時にスプーン

　やストローを断り、マイ箸やマ

　イカトラリーを使用する

　詰め替え用製品を選び、プラス

　チック容器の使用を減らす

　プラスチック包装のない商品や

　包装の少ない商品を選ぶ

　繰り返し使える製品を購入し、

　長く使い続ける

　リユース容器を利用できるお店

　（量り売りなど）を積極的に活

　用する

　食品トレーやペットボトルなど

　店頭のリサイクルボックスを積

　極的に利用する

リデュース
（ごみを削減すること）

リユース
（ものを再利用すること）

リサイクル
（再資源化すること）

ポイ捨てをやめ、正しくごみを捨てる

自宅周辺や地域のごみ拾いに取組む

プラスチックごみ問題についての知識を深め、意識を高める

そ
の
他

あなたは
正しく分別できていますか？
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■組成調査結果

15

種類 重量 割合 小計

も
え
る
ご
み

おむつ 1.01kg 3.6％

46.5%
その他の
もえるごみ 11.03kg 38.9％

プラスチック
製品 1.12kg 4.0％

減
量

で
き
る
ご
み

生ごみ 9.86kg 34.8％
35.7%

手つかず食品 0.26kg 0.9％

資
源
化
で
き
る
ご
み

新聞 0.23kg 0.8％

16.7％

チラシ等の古紙 1.17kg 4.1％

プラ製容器包装 1.23kg 4.3％

布類 2.00kg 7.1％

ペットボトル 0.09kg 0.3％

 不燃ごみ 0.32kg 1.1％ 1.1％

 合計 28.32kg 100％

▲ 令和７年 12 月実施
　対象：村でもえるごみとして出された 10 袋を
　　　　無作為に抽出
　方法：もえるごみ袋の中身を調査し、はかりで
　　　　種類別に重さを計測し、重量比で計算

　組成調査結果について

　今回の調査では、減量できるごみが 35.7％、資源
化できるごみが16.7%ありました。生ごみは「堆肥化」、
手つかず食品は「食べきる」、資源化できるごみは「正
しく分別」することで、もえるごみを約半分に減らす
ことができます。できることから、ごみ減量について
の取り組みをお願いします。

　古着・古布回収を「資源」に

　日本の古着は、破れやシミが少なく状態が良いた
め、東南アジアを中心にリユース市場が形成されて
います。もえるごみとして出せば「ごみ」となりま
すが、古着・古布回収に出すことで、巡り巡って「資
源」なります。
　令和８年度も春と秋の年 2 回、古着・古布の回
収を行う予定ですので、ぜひご利用ください。また、
店舗等に設置されている回収ボックスもご活用くだ
さい。
■ 回収した古着・古布の行方

　金属が含まれるものは 「不燃ごみ」へ

　今回、ベルトや電気ケーブルがもえるごみとして
出されていました。ベルトのバックルや電気ケーブ
ルの銅線など、少しでも金属が含まれるものは「不
燃ごみ（青色印字の袋）」として出してください。
　回収した不燃ごみは、エコパーク寒川で破砕され
た後、金属類は選別・売却、残りは焼却をしています。

村
で
回
収
・
保
管

衣
類
選
別
加
工
工
場
へ
出
荷

海
外
へ
輸
出

選
別

衣類として
利用できるもの

衣類として
利用できないもの

防音材の原料に
再資源化

アジア・アフリカで
再利用

もえるごみの組成調査結果

約50％のごみが資源化・減量化できます

　ごみの減量は、収集・運搬・処理に係る費
用の削減や焼却施設の長寿命化につながるだ
けでなく、二酸化炭素排出量
の削減にもつながります。引
き続きごみの減量と資源化に
ご協力をお願いします。

ごみの減量に

ご協力お願いします
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シ
リ
ー
ズ
コ
ミ
ス
ク
㊻

ふ
る
さ
と
木
島
平
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
総
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う
！

   

学
校
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

　

第
4
回
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、小
・

中
学
校
の
学
校
自
己
評
価
の
結
果
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

あ
い
さ
つ
・
清
掃
・
読
書
・
歌
声
の

各
項
目
で
90
％
近
く
の
肯
定
的
な
回
答

が
あ
り
、
児
童
の
間
で
習
慣
が
定
着
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

全
体
的
に
肯
定
的
な
回
答
が
多
い
も

の
の
、
昨
年
度
を
下
回
っ
た
項
目
も
あ

り
、
学
校
側
は
こ
れ
ら
の
結
果
や
学
力

検
査
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
授
業
改
善
に

取
組
む
予
定
で
す
。

　

中
学
校
ア
ン
ケ
ー
ト

　

合
言
葉
「
き
・
じ
・
ま
」
と
し
て
「
き

れ
い
な
歌
声
・
地
道
な
清
掃
・
真
心
挨

拶
」
に
取
組
み
、
す
べ
て
の
項
目
で
85

％
以
上
の
高
い
肯
定
的
回
答
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な

り
た
い
」
と
の
回
答
は
90
％
以
上
、
人

権
意
識
に
関
す
る
評
価
も
全
体
的
に
高

く
、
村
の
人
権
教
育
の
成
果
も
表
れ
て

い
ま
す
。

　

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声

　

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
学
校
か

ら
の
情
報
共
有
に
課
題
を
感
じ
る
声
が

あ
る
一
方
、
地
域
連
携
学
習
に
つ
い
て

は
高
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
連
携
の
重
要
性

　

小
・
中
学
校
共
通
の
課
題
と
し
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
の

付
き
合
い
方
に
関
し
、
学
校
と
家
庭
が

連
携
し
て
情
報
倫
理
教
育
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

教
育
に
は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
偏
り
な

く
連
携
し
な
が
ら
、
今
後
も
教
育
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

   

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
生
涯

学
習
係
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
生
涯
学
習
係

   

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

消費者の会事務局（生活環境係）　電話 0269（82）3111　内線 121

消費者の会情報

消費者の会マスコット
キャラクター「まぐう」

また、鍋に蓋をすることで熱効率
が高まり、約 2 割少ない熱エネ
ルギーで調理が可能です。

■火を消して調理する「保温・余熱調理」

　調理中に火を消して余熱や保温で
仕上げる方法も熱量を抑えられます。
食材は冷めていく過程で味が染み込
みやすくなるため、おでんなどにお
すすめの調理法です。
　心も身体もぽかぽかに温まる鍋料理をぜひお
楽しみください。

　鍋料理は自由な発想で作れるため、冷蔵庫に
ある食材を無駄にせずに調理できます。例えば
白菜にある黒いブツブツはポリ
フェノールが豊富で栄養たっぷ
りです。食材の特徴を知り無駄
のない調理を心がけましょう。

■省エネの加熱方法を意識しよう

　鍋底からはみ出ない程度の弱めの炎で温める
　　　　　　　　　とガス代を節約できます。

鍋料理で地球にやさしく
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きじま平っ子ホット情報

保育園

小学校

中学校

フ
ァ
ー
ム
ス
で

大
根
掘
り

　

み
ど
り
組
（
年
長
）
の
子
ど
も
た

ち
は
12
月
１
日
、
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム

ス
木
島
平
で
大
根
掘
り
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

滝
沢
良よ
し
か
ず一
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
は
力
い
っ
ぱ
い
大
根
を

引
き
抜
き
ま
し
た
。

　

掘
っ
た
大
根
は
洗
っ
て
段
ボ
ー
ル

に
詰
め
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
保
育
園
ま

で
運
ん
で
も
ら
い
、
そ
の
日
の
う
ち

に
、
お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
り
ま
し

た
。

　

自
分
た
ち
で
収
穫
し
た
大
根
は
、

特
別
に
お
い
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
自
然
の
恵
み
に
触
れ
る
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

健
康
週
間
に
合
わ
せ
、
12
月
10
日

と
12
日
に
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
員

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
給
食
を
い
た
だ

く
「
交
流
給
食
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

普
段
あ
ま
り
会
う
機
会
の
な
い
調

理
員
の
方
々
と
の
食
事
に
子
ど
も
た

ち
も
少
し
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
次

第
に
打
ち
解
け
、
会
話
を
楽
し
み
笑
顔

で
食
事
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
日
々
の
食
事
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
育
て
る
た
め
、
給

食
放
送
で
「
感
謝
し
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。
調
理

員
の
皆
さ
ん
と
過
ご
す
時
間
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
も
食
事
の
大
切
さ

や
感
謝
の
心
を
感
じ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

12
月
11
日
、
小
学
校
６
年
生
の
体

験
入
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
学
１
年
生
と
の
合
同
学
活
や
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
ク
か
ら
始
ま
り
、
美
術

や
英
語
な
ど
の
体
験
授
業
を
受
け
ま

し
た
。
生
活
紹
介
や
合
唱
披
露
、
給

食
・
清
掃
の
体
験
で
は
、
小
学
生
が

中
学
校
生
活
の
具
体
的
な
姿
を
つ
か

み
、
安
心
し
た
表
情
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
午
後
の
部
活
動
見
学
も
積
極
的

に
参
加
し
、
来
年
度
へ
の
期
待
が
一

段
と
高
ま
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

交
流
給
食

小
６
体
験
入
学

保育園、小学校、中学校で、すくすく
と育っている村の子どもたちの授業や
取組み、行事の様子を紹介しています。　　

【子育て支援係　内線 162】
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

11
月
15
日
、
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島

平
に
お
い
て
、
農
林
市
２
０
２
５
を
開
催

し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
が
丹
精
込
め
て
育

て
た
農
産
物
や
加
工
品
の
販
売
は
、
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
動
物
園
で
は
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
ヤ
ギ
や
ウ

サ
ギ
に
親
し
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
部
活
動

や
課
題
研
究
で
は
、
ク
マ
鈴
づ
く
り
や
ア

ロ
マ
オ
イ
ル
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
出
店
し
ま
し
た
。
中
で
も
全
国
大
会
受

賞
歴
を
持
つ
そ
ば
部
の
実
演
販
売
は
、
開

始
直
後
に
完
売
と
な
る
ほ
ど
で
、
今
回
も

高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
林
市
は
、
生
徒
に
と
っ
て
教
室
で
は

得
ら
れ
な
い
実
践
的
な
学
び
の
場
で
す
。

今
後
も
地
域
と
連
携
し
た
学
び
を
大
切
に

し
て
参
り
ま
す
。
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆

様
に
は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

3
年
生
は
11
月
28
日
、
校
内
2
会
場
で

課
題
研
究
中
間
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
各
班
に
分
か
れ
て
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
1
年
間
か
け
て
探
究
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

中
間
発
表
を
行
う
3
年
生
に
と
っ
て

は
、
1
月
の
発
表
会
に
向
け
た
意
見
交
換

の
場
で
も
あ
り
、
参
加
す
る
2
年
生
に
と

っ
て
は
、
今
後
の
研
究
を
考
え
る
貴
重
な

機
会
で
す
。
当
日
は
自
信
を
も
っ
て
発
表

す
る
3
年
生
と
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

る
2
年
生
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
究
テ
ー
マ
の
中
に
は
、
ク
マ
の
忌き

避ひ

剤ざ
い

を
活
用
し
た
ク
マ
被
害
防
止
の
研
究

や
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ア
ロ
マ
オ
イ

ル
の
研
究
な
ど
も
あ
り
、
農
林
市
で
も
そ

の
成
果
を
発
信
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活

動
を
通
し
て
、
今
後
の
研
究
の
さ
ら
な
る

深
ま
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

環
境
創
造
コ
ー
ス
の
2
年
生
は
ジ
ビ
エ

料
理
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
に

は
野
沢
温
泉
村
「
寿じ

ゅ

限げ

無む

」
の
富
井
シ
ェ

フ
を
お
招
き
し
、
捕
獲
さ
れ
た
ク
マ
と
シ

カ
の
活
用
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

ク
マ
や
シ
カ
な
ど
の
ジ
ビ
エ
は
畜
産
肉

に
比
べ
て
肉
質
が
固
い
た
め
、
加
工
の
際

に
か
な
り
苦
戦
し
ま
し
た
。
３
時
間
ほ
ど

か
け
て
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
な
ど
の
４
品
目
に

調
理
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
臭
み
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、美
味
し
く
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

試
食
後
に
あ
る
生
徒
は
、「
た
ま
た
ま

捕
獲
さ
れ
た
ク
マ
の
命
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。
害
獣
で
あ
っ
て
も
命
の
重

さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
貴
重
な
授
業
で
し

た
。
今
回
ご
指
導
い
た
だ
い
た
講
師
の
富

井
様
を
は
じ
め
、
関
係
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

課題研究
中間発表会

ジビエ料理講習会

　
「
１
１
０
番
」
は
、
緊
急
の
事
件
や
事

故
が
発
生
し
た
際
、
そ
の
被
害
者
や
目

撃
者
等
か
ら
、
い
ち
早
く
通
報
を
受
け
、

負
傷
者
の
救
護
や
犯
人
検
挙
な
ど
の
警

察
活
動
を
迅
速
、
的
確
に
行
う
た
め
の

緊
急
通
報
用
電
話
で
す
。
県
内
で
の
通

報
は
、
全
て
長
野
市
の
長
野
県
警
察
本

部
通
信
指
令
課
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、

１
１
０
番
の
正
し
い
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

◉
令
和
６
年
中
の
通
報
件
数

・
年
間
総
数　

約
11
万
３
千
件

　
（
１
日
平
均
約
３
０
９
件
）

　
（
不
要
不
急　

約
９
万
４
千
件
、

　

  

誤
接
な
ど　

約
２
万
件
）

◉
令
和
７
年
10
月
末
現
在
の
通
報
件
数

・
累
計　

約
９
万
２
千
件

　
（
１
日
平
均
約
３
０
３
件
）

　
（
不
要
不
急　

約
８
１
０
０
件
、

　

  

誤
接
な
ど　

約
１
万
４
千
件
）

※
い
ず
れ
も
長
野
県
内
の
件
数
で
す
。　

１
１
０
番
適
正
利
用
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
た
め
ら
わ
ず 

正
し
く
使
う 

１
１
０
番
」

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

田
口
警
部
補

農林市
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有 

料 

広 

告

  
全
国
一
斉
生
活
保
護
相
談
会

　

1
月
25
日（
日
）
に
、
長
野
県
青
年
司

法
書
士
協
議
会
と
全
国
青
年
司
法
書
士
協

議
会
が
生
活
保
護
に
関
す
る
全
国
一
斉
の

無
料
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

生
活
に
苦
し
む
方
を
１
人
で
も
多
く
、

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
り

「
い
の
ち
の
と
り
で
」
で
あ
る
生
活
保
護

制
度
へ
つ
な
げ
ま
す
。

◉
相
談
日
時

　

１
月
25
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
6
時

◉
相
談
例

・
ど
こ
に
行
っ
た
ら
生
活
保
護
の
申
請
が

　

で
き
る
の
か

・
生
活
保
護
を
受
け
る
の
に
財
産
を
手
放

　

す
必
要
は
あ
る
か

・
借
金
を
抱
え
た
ま
ま
生
活
保
護
を
受
け

　

る
こ
と
は
で
き
る
の
か　

な
ど

◉
専
用
電
話
番
号

　

電
話
０
１
２
０（
０
５
２
）
０
８
８

　
（
当
日
の
み
の
専
用
番
号
で
す
）

※
相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◉
問
合
せ

○
長
野
県
司
法
書
士
会

　

電
話
０
２
６（
２
２
１
）
３
６
６
５

○
長
野
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

電
話
０
２
６（
２
１
９
）
６
８
２
５

  

司
法
書
士
に
よ
る

　
　

   

相
続
登
記
無
料
相
談
月
間

　

長
野
県
内
の
司
法
書
士
事
務
所
で
は
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
た
相
続

登
記
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
た
め
、
毎

年
２
月
を「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
」
と
し
て
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

相
続
登
記
の
手
続
き
だ
け
で
な
く
、
遺

産
相
続
全
般
、
空
き
家
問
題
、
所
有
者
不

明
の
土
地
や
建
物
の
管
理
制
度
に
つ
い
て

も
相
談
で
き
ま
す
。

◉
相
談
期
間

　

2
月
2
日（
月
）
～
27
日（
金
）

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

◉
場
所

　

長
野
県
内
各
地
の
司
法
書
士
事
務
所

◉
相
談
料　

無
料

◉
相
談
例

・
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
て
ど
う
変

　

わ
っ
た
の
か

・
実
家
が
相
続
登
記
を
せ
ず
に
空
き
家
に

　

な
っ
て
い
る

・
遺
言
に
つ
い
て
知
り
た
い　

な
ど

◉
問
合
せ

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　

電
話
０
２
６（
２
３
２
）
７
４
９
２

  「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 

を
実
施
し
て
い
ま
す

　
「
献
血
」
と
は
、
病
気
や
け
が
で
輸
血

や
血
液
製
剤
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
の

た
め
、
皆
さ
ん
の
血
液
を
自
発
的
か
つ
無

償
で
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

　

冬
季
に
お
い
て
は
献
血
者
が
減
少
傾
向

に
あ
る
た
め
、
新
た
に
成
人
と
な
っ
た
皆

さ
ん
に
も
、
命
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
献
血
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

◉
期
間

　

２
月
28
日（
土
）
ま
で

◉
受
付
場
所
お
よ
び
方
法

　

長
野
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

○
県
庁
健
康
福
祉
部　

薬
事
管
理
課

　

電
話
０
２
６（
２
３
５
）
７
１
５
７

○
長
野
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　

電
話
０
２
６（
２
１
４
）
８
０
７
０ 長野県赤十字

血液センター
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20

火

21

水

22

木　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

17
時
～

23

金　

初
区
長
会　

18
時
～

　

議
会
臨
時
会　

10
時
～

24

土

25

日　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
11
時
45
分

26

月　

全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
（
～
30
日
）

　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

27

火

28

水　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
～

29

木

30

金　

消
防
団
初
部
長
会　

18
時
30
分
～

31

土

1

日

2

月

3

火

4

水　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
11
時

5

木

１月

村
税
等
納
期
限

村
税
等
口
座
振
替
日

村税等の口座振替日は 1月 26 日㈪です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

社協関係の行事は 39ページ
「社協の予定」をご覧ください。

■１月の納付税目等

 ・村県民税
 ・国民健康保険税
 ・介護保険料
 ・後期高齢者医療保険料
■納期限は２月２日（月）です。

村税の納付をお忘れなく

＊令和７年４月から、村税の納め方を「単税方
　式」へ変更しました。　【税務係　内線 112】

ごみの処分量

もえる
ごみ処分量

令和７年 12 月 令和６年 12 月 前年同月比

67,780kg 69,000kg 98%

不燃ごみ
処分量

令和７年 12 月 令和６年 12 月 前年同月比

  6,270kg   4,630kg 135%

品　目 重　量 単　価 金額（税込）

新　聞   1,160kg 26.0 円 /kg   33,176 円

雑誌 ・ 雑紙 3,260kg 16.0 円 /kg   57,376 円

段ボール 1,170kg 16.0 円 /kg   20,592 円

紙パック 　  40kg   6.0 円 /kg   　　264 円

合計   111,408 円

令和７年 12 月古紙の売払金額

有 

料 

広 

告
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２月

件12 月の出動件数（岳北消防本部）
市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 ０ 0 30 野沢温泉村 0 0 25 その他 0 0 3

飯山市 1 1 144 栄村 0 1 12 《合計》 1 2 214

件 件 件 件 件件件 件

こわい火事　厳しいチェックで　通せんぼ

【1 月 20 ㈫～ 2 月 19 日㈭】

そ人
権
か
る
た

乳幼児健診

6

金

7

土

8

日　

9

月

10

火　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

15
時
30
分
～

11

水

12

木　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

17
時
～

13

金

14

土　

木
島
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
競
技
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
15
日
）

　

議
会
カ
フ
ェ　

13
時
30
分
～

15

日

16

月　

申
告
相
談
（
～
3
月
16
日
）

17

火

18

水

19

木　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

9
時
～
11
時

20

金　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
～

広
報
配
布
日

家
庭
の
日

建
国
記
念
日

相
談
し
よ
う　

悩
み
が
あ
っ
た
ら　

友
達
に

３歳児視機能検査

受付：13：00 ～ 13：15
場所：保健センター
◉Ｂ型肝炎・ロタウイルス：
　　　　　　　　　　１月 26 日㈪
◉五種混合：２月16 日㈪

日にち：２月12 日㈭
受付：13：15 ～ 13：30
場所：保健センター
対象：令和７年９月～ 12 月生

うまれ

日にち：２月12日㈭
受付：14：45 ～ 15：00
場所：保健センター
対象：令和４年９月～令和５年２月生

日時：１月 21日㈬
受付：13：00 ～ 13：30
場所：保健センター
対象：令和４年 11・12 月生
　　   令和５年 11・12 月生
　　   令和 6 年５・６・12 月生
　　   令和７年１・５・６・８・９月生

日時：2 月９日㈪
受付：11：45 ～ 12：00
場所：木島平クリニック
対象：令和７年 7 月生

予 防 接 種

保護者同士の交流の場として、おひさ
ま保育園プレイルームを開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　9：00 ～ 11：30

場所：おひさま保育園プレイルーム
◉ 1 月 20 日㈫　９：45 ～
　「かおり先生の食育教室」
◉ 1 月 29 日㈭　10：30 頃～
　※曜日と時間が異なります。
　「親子ふれあいリトミック♪」
◉ 2 月３日㈫　9：45 ～
　「豆まきをしましょう !!」
◉ 2 月10 日㈫　９：45 受付
　※時間が異なります。
　「ベビーマッサージ」（要予約）
◉ 2 月17 日㈫　9：45 ～
　「おひさま保育園説明会」

おひさま教室

おひさま広場

乳児整形検診

BCG 予防接種
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子育て中の方や学生の皆さんのご参加大歓迎です。お子さんも一緒にご参加いただけます。
テーマ別に２つのグループに分けて話を伺います。

◆日　時　　２月 14 日（土）午後１時 30 分から３時 30 分
◆場　所　　保健センター２階　集団指導室
◆テーマ　　・子育てで思うこと　・村のことで思うこと　

～議会カフェのお知らせ～～議会カフェのお知らせ～

11 月９日に、議会や議員を知っていただく機会、また、
様々な方と交流し、話を聞く場として初開催し、13 人
の村民の方にお越しいただきました。
議会として初めての試みで「やってみないとわからない」

と手探りの中での開催となりましたが、
下記のとおりさまざまなご意見をいた
だきました。いただいたご意見は、
議員間の共有とし、出された意見を取り
上げる必要があるときは、議会全体で
協議していくこととしました。

議会カフェを開催しました

いただいたご意見
・志のある人が出やすい選挙が理想。現在は敷居が高い。

・医学部等への進学には多額な費用がかかるため、奨学金の在り方を検討してほしい。

・�一般質問で「○○についてどう思うか」という質問は、単なる所感を問うのでなく、公益の

観点からの見解を引き出す質問展開に。

・このような場があったことで話ができた。今後も回数を増やしてほしい。

・一人暮らしの高齢者が安心して生活できる対策を。特に冬期間の除雪など。

・�民生委員のなり手不足が深刻で、一部の地区では区長が兼ねて務めている。同じ方が区長を

４回引き受ける地区もあり、人手不足の深刻さと担い手確保の難しさが課題。

・�子どもが安心して暮らせる安全な村をつくるには、道路などの生活インフラ整備が不可欠。

通学路や生活道路の安全対策を進めるとともに、都市部への通勤圏として公共交通を充実

させ、村内外の移動の利便性を高める必要がある。これにより、住民の暮らしやすさ向上

や定住促進、地域活性化が期待される。

・�行政と議会は、ともに地域の発展を目指す立場。互いに敬意をもって意見を交わし、より

建設的で前向きな対話を重ねていくことが大切だと思う。

・�広島だけでなく、東北や能登の震災を通じた学びも取り入れることで、より広い視点から

「いのち」と「平和」について考える機会になると思う。

初めて

お茶を飲みながら気軽に
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令和７年 12 月第４回定例会

　今議会では［承認案１件、予算案６件、条例案６件、事件案１件］をすべて承認・可決・同意しました。
また、陳情２件を採択し、意見書を提出しました。なお、賛否の分かれた議案は 25 ページに記載しています。

馬曲温泉管理費、堆肥センター運営補助金などを可決 

　令和７年度 一般会計補正予算 ( 第７号 ) では ５億 5,658 万円の増額 ( 現総額 49 億 5,042 万円 )
を全会一致で可決しました。主な補正予算を抜粋してお知らせします。（千円以下を四捨五入）

補正予算
ピック
　　アップ

総務課
・財政管理費積立金 ５億円（※詳細は下段をご覧ください）
・人事院勧告※に伴う全職員分の人件費　1,600万円（※30ページ参照）

民生課
・介護保険特別会計への繰出金(介護給付費等の増額に伴う) 532万円

子育て支援課
・学校給食 食材費の高騰分　　　　170万円

生涯学習課
・クロスカントリー競技場 圧雪車（中古）リース  130万円

建設課
・除雪ドーザ購入　　　　　　3,500万円 (含：地方債)
　(来年度購入予定を前倒し、有利な地方債に申請)
・ハイツ御殿(旧北部小グランド跡地 集合住宅) 
　　建設費追加(カーポート・物置・管理道路)　701万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(含：過疎債)
産業課
・農業振興公社への運営補助金(年度末に実績に応じて追加)     　500万円
・道の駅ファームス木島平 光熱水費の増加 　　　  　　   　    　210万円
・ふるさと納税 業務委託料等の追加(取扱い額の増加を想定)    　989万円
・堆肥センター運営補助金の追加(人件費・光熱費の増加に伴う) 600万円
・馬曲温泉の維持管理費(揚湯ポンプ電気料・警備委託料ほか)     257万円（※詳細は下段をご覧ください）

※馬曲温泉は運営をやめても、維持管理費が必要なの？
　　村では現在、サウンディング（民間事業者からの提案）を踏まえ、運営事業者を募集して
　います。これまでの事業者が12月末に施設を明け渡すため、村が事業継続の可否を判断する
　３月末までの間は、施設を傷めないための最低限の維持管理が必要となります。そのための
　予算です。

※財政管理費の積立金から、なぜ５億円も支出するの？
　　国や県からの交付金が年度末に入るため、それまでの間に不足する事業費を、いったん村の
　積立金で立て替えます。交付金が入金された時点で積立金に戻します。

・役場庁舎へのソーラーパネル設置の見送り
　(資材等の高騰により)　　　△3,682万円
・後期高齢者の医療費の村負担分
　(医療費が見込みより少なかったため)
　　　　　　　　　　　　   △679万円

・ルクセンブルク交流旅費の精算　　
　(渡航ルート等変更により)　   △425万円

減額補正した主な事業は次のとおりです。

総務課

民生課

産業課

生涯学習課

子育て支援課

建設課
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条例
ピック
　　アップ

●ハイツ御殿の入居要件・家賃を決定
　�　「賃貸集合住宅条例」にハイツ御殿（中村・旧
北部小学校グランド跡地の集合住宅）を追加しま
した。
　�　子育て世帯優先ですが、単身世帯の入居も可能
です。

　＊ハイツ御殿の家賃（月額・車庫使用料含む）
　　　１階(101号・102号）37.59㎡　45,000円
　　　２階(201号・202号）48.95㎡　50,000円

●新「こども・子育て基本条例」を制定
　�　こどもの幸せを第一に考える視点をもとに、
次代を担うこどもが未来に夢と希望をもち、
安心して心豊かに育つことを目的とし、「こども
の権利」や「家庭・学校園・地域社会・事業所・
村の役割」などを示しています。
　�　こども基本法の理念に基づき、大人とこども
が心のふれあいをより深めるための「木島平村
こども週間」等を定めました。

（４月１日から施行）

新

事件
ピック
　　アップ

カヤの平高原保健休養施設の指定管理者の指定について
　・施 設 管 理　カヤの平高原キャンプ場・運動広場・総合案内所・炊事施設・付帯施設
　・指定管理者　特定非営利活動法人　やまぼうし自然学校
　・指 定 期 間　令和８年４月１日から令和11年３月31日までの３年間
　・指定管理料　令和８年度から令和10年度　金額：325万円以内/年額上限

「カヤの平高原保健休養施設の
指定管理者の指定」に対する討論

　　　丸山邦久　議員

村が示した条件は、１日２名の人員を配置し、
時間は午前８時から午後５時までとしている。夜
間にキャンプ場やロッジに宿泊者がいても管理者
がいない。さらに、カヤの平は携帯電話の電波が
届かない。
管理者がいない時に急病人、けが人や死亡者が
出た場合、村は管理責任を問われ、議会も承認し
た責任を問われる。夜間の管理者が不在であれば、
キャンプ場やロッジの宿泊施設はクローズすべき。
カヤの平高原保健休養施設は来年の４月末までは
営業できない。しっかりとした方針を打ち出し、
承認を求める議案を再提出することを望む。

反対

 ≪賛 否 の 分 か れ た 議 案 の 結 果≫

■表の説明：〇賛成（起立）、×反対　（議長は議決に参加しないため、議員名から外してあります）

議　　案

議　　員　　名
採
決
結
果

関
　
達
夫

湯
本
直
木

湯
本
行
浩

山
本
隆
樹

山
浦
　
登

丸
山
邦
久

江
田
宏
子

山
﨑
栄
喜

カヤの平高原保健休養施設の指定管理者
の指定について ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

「カヤの平高原保健休養施設の
指定管理者の指定」に対する討論

　　　　　山浦　登　議員

人員配置については、産業建設常任委員会でも
指摘しており、人員確保など運営の準備をしっかり
進めるためには、少しでも早く指定管理者を指定
する必要もあると考える。
今回応募された２者それぞれのカヤの平高原に

対する企画、思い、情熱は理解できるが、各事業者
の来歴、培われてきた経営実績、組織力、資金力、
集客力等を総合的に勘案すると提案された事業者
が適任と考える。
なお、全国的に熊の出没、被害が頻発しており、

運営に当たっては、熊対策、利用者の安全対策には
十分配慮されることを望む。

賛成
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「令和７年９月定例会の審査意見」に対する村の対応

【予算決算常任委員会】
　委員会審査の結果で出された「審査意見」に対する村の対応の報告です。（要旨抜粋）

（令和６年度補正予算について）

全 課

地域活性化起業人（副業型）の新規採用にあたり、
早稲田大学の学生提案の活用や他大学との連携
を通じ、関係人口・交流人口の増加につながる
よう、より一層、取組みの充実を図られたい。

10月に契約を締結し、早稲田大学地域連携ワーク
ショップのテーマ決めから連携しながら進めて
いる。今後も関係人口、交流人口の拡大に
つながるよう連携しながら成果につながる
よう進めていく。

対 応

当初予算の計上漏れによる補正が複数見られた。
より慎重に業務を行い、ケアレスミスの防止に
努められたい。

令和８年度の予算編成に向け、事業の見直しや
確認作業を慎重に行うなど、未計上などのケア
レスミスがないよう徹底していく。

全 課

各事業の経費が増えている現状がある。各課に
おいて課題を先送りせず、真摯に向き合い、職員
の知恵や工夫による事業の見直しや改善により、
経費の抑制に努められたい。

決算状況の点検、事務事業評価、実施計画など
を基に予算編成に向けて事業の見直しや経費の
見直しを行い経費の削減に努めていく。

対 応

「地域おこし協力隊」は、地域活性化とともに、
移住定住の促進を目的とした制度である。効果
的に導入している自治体に学び、農業や教育分
野など、各課において地域活性化に資する人材
の採用に向け、積極的な導入を検討されたい。

地域おこし協力隊の活用は、人材確保の観点、
地域活性化の面からも今後も必要な施策と考え
ている。可能な事業を検討し活用を継続的に
進めていく。

（令和７年度一般会計予算について）

建設課

河川内に繁茂した草木の伐採・撤去は、景観や
治水機能の維持に加え、熊の被害防止にも資する
重要な取組みである。県に対し、積極的に対応
を要望されたい。

一級河川樽川、馬曲川、大川の浚
しゅんせつ

渫や雑木処理
は、毎年現地確認も行い、県に積極的な対応を
要望している。効果的に進められるよう、昨年度
から伐採雑木のストックヤードとして村有地の
提供など協力体制も強化している。安全・安心を
高めるため引き続き要望していく。

対 応

「地域公共交通のあり方」の検討は喫緊の課題
である。公共ライドシェアの導入や広域連携の
可能性も含め、財政負担の軽減に向けた多様な
手法について、研究・検討を進められたい。

交通事業者の運転手不足や利用者の減少等の課題
も多く、路線バスも含めて広域的な課題整理も
必要。交通事業者が行うライドシェア、相乗り
タクシーなど試験的な運用も近隣で始まっている。
村でも近隣市村や県と連携し、効率性と利便性
をある程度確保できるよう引き続き研究し実現
に向けて検討していく。
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総務課

「調布市派遣職員」の事業において、姉妹都市
交流のより一層の拡大・推進を図られたい。
併せて、アンテナショップとしての「新鮮屋」
のあり方について、早急に検討を進められたい。

姉妹都市交流40周年を迎えさらに交流の進展
を図るため、アンテナショップ「新鮮屋」のあり方
については現在検討を進めており、早期に方針
を出せるよう進めていく。また、調布市派遣
職員についてもその役割等併せて検討していく。

対 応

産業課

「堆肥センター」については、現施設を長期に
維持するほど多額の経費負担を要することから、
早急に方針を示し、次の手段に移行できるよう
努められたい。

令和８年度までしか耐えられないと判断されて
いるため、８年度に長寿命化工事をし、安定的
な堆肥供給を継続していく。
新たな堆肥センターの整備は、用地選定が最大
の課題である。理解と協力を得ながら慎重かつ
丁寧に進める必要がある。用地確保や関係者と
の協議、臭気対策など含め、10 年度を目途に
整備方針を策定できるよう検討する。現施設の
維持と新施設の検討を並行して進め、早期に
次の段階に移行できるよう努める。

対 応

「森の再生事業」については、村内外に広く周知・
PRを行い、賛同者を増やすことで、誘客や関係
人口の拡大につながるよう取り組まれたい。

関係人口の創出や拡大に効果的な取組みと認識
している。今後は、観光振興局などと連携し、
植樹だけではなく村内観光施設の利用を組み合
わせるなど事業の価値を高める取組みを進める。

「市民農園」については、管理状況や事業効果
を精査し、今後のあり方を検討されたい。

利用状況や事業効果を精査し、利用者にとって
より使いやすい環境整備や管理体制の改善に
取り組み、持続可能で魅力ある市民農園の運営
となるよう検討する。

「観光交流センター」については、会議室の
利用緩和など、施設の活用促進に向けたあり方
を検討されたい。

施設管理コスト縮減のため、観光交流センター
から徒歩圏内にある農村交流館に機能集約し、
令和４年度以降は現行の利用方法で運用して
きた。今回の指摘を踏まえ、管理コストや安全
管理に配慮しつつ、利用しやすい運用の見直し
を検討する。

「カヤの平」の施設運営については、利用者が
増えるような対策を講じられたい。

次年度からは新たな指定管理者による体制と
なる。利用者増加に向けて、関係団体との連携
による魅力向上策を検討する。利用者の安全性
と快適性を最優先とした施設運営が行われる
よう、新たな指定管理者と十分に協議する。

生涯学習課

ジャンプ台については、安全面の観点からも、
廃止も視野に検討されたい。

村内競技関係者等から、ジャンプ競技場の廃止
を含め、要望や意見を聞いた。出された要望や
意見について更に検討し、関係者と協議を重ね
ながら早期に一定の方向を定める。

対 応
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「令和７年12月定例会の審査意見」

【産業建設常任委員会】

委員会に付託された議案について審査し、次の意見をまとめました。
村の対応は、令和８年３月議会の初日に報告されます。

意見１　カヤの平高原保健休養施設の指定管理者の指定については、培ってきた経験、ノウハウを生か
した運営がカヤの平高原の魅力向上や誘客、雇用の創出につながると期待する。
夜間の安全確保の対応には十分配慮されたい。

意見１

【予算決算常任委員会】
意見１　「屋内運動場の修繕費」が計上されているが、公共施設全般について、定期的な点検を実施
するとともに、適切な維持管理に努め、安全対策の徹底を図られたい。
意見１

意見２　「圧雪車のリース費用」が計上されている。季節備品等については、シーズン終了後のメンテ
ナンスや点検を丁寧に実施し、不備がある場合には、必要な時期に支障を来すことのないよう、適切に
対応されたい。また、高額備品の更新にあたっては、リースか購入か、中古か新車かといった選択等に
ついて、耐用年数・維持管理費等、長期的な視点で比較検討を行い、慎重に決定されたい。

意見２

意見３　「地域おこし協力隊」の募集にあたっては、着任した協力隊が地域に定着できるよう、活動面、
任期後の支援を含め、サポート体制の充実を図られたい。
意見３

意見４　「農業振興公社への補助金」の増額については、人件費や資材価格の高騰などにより、収益の
確保が難しい状況にあると考えられるが、収支改善につながるよう連携を図られたい。
意見４

　この度、議会議員に10年以上在職された議員を対象に、
町村議会議長会から長年の功績をたたえ、自治功労者表彰が
授与されました。本村では勝山議長が表彰されました。
　勝山議長は、平成27年に議員に初当選して以来３期目と
なり、現在は議長として３年目を務めています。

表 彰

長野県議会議長会　自治功労者表彰

勝
山
議
長

みなさんからの請願・陳情
受理番号 件　　名 審査結果 対応・理由等

陳情第７号
診療報酬・介護報酬及び障害福祉
サービス等報酬 10％以上の引き上
げを求める陳情書

一部採択

趣旨は理解するが、医療費の増加、介護
保険料の負担増などの懸念があるため、
「10％」を削除、財源を「国費」として
一部文面を修正し、内閣総理大臣、厚生労働
大臣、財務大臣、総務大臣あてに意見書を
提出しました。

陳情第８号 原子力災害の初動・避難行動の策定
求める陳情 採　択 木島平村長あてに意見書を提出しました。
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議会では、定例会以外に、研修や村議会独自の議会活動などを行っています。
９月定例会以降 12 月定例会までの議会活動についてピックアップして掲載します。

９月定例会以降の議会活動

地域活性化起業人（副業型）　園原惇
あ つ し

史さんとの懇談（10月2日）
早稲田大学在学中から「わせだいら」のメンバーとして、
村と関わってきた経験を生かし、国の制度を活用して、関係
人口の創出や地域課題の解決に向けて取り組んでいくことと
しています。
村と早稲田大学との連携で行っている「地域連携ワーク
ショップ」にも関わっていただく中で、学生と村をつなぎ、
提案の実現に向けた役割に期待したいと思います。

北信地域議会議員研修会（10月２日）山ノ内町
６市町村議員による年１回の研修会が開催され、78 人が参加しました。当日は北信地域振興局の
三森和子局長の「人口減少に伴う県・市町村の課題」と題して話を聞きました。この地域の人口は、
20 年後には３万人が減少する予測です。提案の中では、住民が連携し、くらしのあり方を考えること
の大切さ、行政職員の減少を見据え、圏域で業務を行うことが今後の課題であること、雪深い地域の
豊かな自然を生かした観光、農業の振興に、県としても力を入れていくことなどを話されました。

学校給食試食会（10月29日）
議会では、学校給食の現状（内容）を知るため、毎年、試食を行って
います。
今回の献立は、食文化をテーマにした「ハロウィン給食」で、カボ
チャを使ったシチューなどが提供されました。
本村では令和７年４月から学校給食を無償化しており、子育て
世帯の負担軽減をしています。現在も物価高騰が続く中で、限られた
予算の中から、心と体の成長に大切な給食が工夫して提供されて
いると感じました。

行政視察受入れ（10月31日）

信濃町議会から議長、総務産業常任委員６人が堆肥センター
に関する視察のため来村されました。
信濃町議会では、信濃町堆肥センターの課題解決に向けた
政策提言をすることを目的に、調査研究を進めています。
本村でも堆肥センターの老朽化など課題があり、施設に
ついて担当職員が説明し、互いの状況についても情報交換を
しました。

長野県地方自治政策課題研修会（11月４日）県庁
県議会主催により県内の県議会議員・市町村長、市町村議員などを対象に直面する政策課題に

ついての講演と意見交換が行われました。「長野版参勤交代で拓く地方創生の未来」と題し、三菱
総合研究所主席研究員 松田智生氏による講演がありました。都市と地方の補完関係の強化と関係
人口を中心とした循環型の人材交流による先進地事例の紹介、また、ふるさと納税の納税者と
生産者の交流による地域活性化の提案がありました。

＜そのほかの議会活動＞　北信建設事務所との懇談会（10 月 21 日）
　　　　　　　　　　　　ハラスメント防止動画研修（10 月 29 日）

懇談の様子懇談の様子

【献立】背割りコッペパン　パンプキンシチュー　焼きフランク　フレンチサラダ　牛乳

勝山議長から歓迎のあいさつ勝山議長から歓迎のあいさつ
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１　湯本　行浩
①観光・農業振興の手段と目的の政策評価の必要性
②最終処分場の将来と早期対策の必要性

２　山﨑　栄喜
①財政計画について
②実施計画について

３　江田　宏子
①子育て・教育環境の整備について
②地域公共交通(デマンドバス等)のあり方について
③財政健全化と地域活性化の取組みについて

４　湯本　直木
①新規就農支援策の成果は
②熊対策の現状と今後の対策拡充を
③保育園児の主食持参の見直しと雇用確保の検討を
④重点支援地方交付金の使い道

各議員の一般質問の項目
12月４日・５日に８人が一般質問を行いました。質問・答弁の要旨は来月（２月号）の議会だよりに掲載します。

１　山浦　　登
①村長の政治姿勢を問う
②将来に向けた村の財政について
③熊出没の対策について
④地球温暖化と異常気象対策について
⑤村道30号線(スキー場線)の安全対策
　について

２　山本　隆樹
①調布市との更なる交流を
②旧第一通学区の高校の存続は

３　丸山　邦久
①少子化対策プロジェクトについて
②木島平村の農業と観光の振興策について
③調布市との姉妹都市提携について

４　関　　達夫
①木島平型教育で学力向上はできるか
②国際交流学習で村の子どもを育てる
③区への補助事業等の見直しは
④新たな農業生産品目を探し出す

第２日目（12月５日）第１日目（12月４日）

【村からの提出案件】
　11月20日
　・協議事項
　（1）財政計画・実施計画について
　（2）人事院勧告※に伴う条例改正等について
　・報告事項
　（1）馬曲温泉について
　（2）カヤの平高原保健休養施設の指定管理者の
　　　  指定について
　（3）令和８年度地域再生マネージャー事業補助金
　　　  交付申請について

議会全員協議会
【議員間協議】

　10月29日
　（1）一般質問通告内容を村ウェブサイトに掲載
　　　  することについて
　（2）議会カフェについて
　（3）議員報酬の改定に向けて
　11月20日
　（1）議会カフェの反省について
　（2）議員報酬の改定に向けて
　（3）令和８年度国内視察研修について
　11月28日
　（1）令和８年度国内視察研修について
　（2）議員報酬の改定に向けて※人事院勧告とは

民間企業と国家公務員の給与格差をなくすために法律で
定められている制度で、人事院が内閣・国会に向けて
「国家公務員の処遇改善の勧告」を行うもの。
市町村は、人事院勧告に伴う国や都道府県の動向等を
踏まえ、方針を決定する。
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議会だより編集委員

委 員 長　江　田　宏　子
副委員長　山　本　隆　樹
委　　員　山　浦　　　登
　　　　　関　　　達　夫
　　　　　湯　本　直　木
　　　　　湯　本　行　浩

定例会・臨時会の会議録は、どなたでもご覧いただけます

会議録は、定例会・臨時会の本会議記録を載せています。
次の場所・方法で閲覧できます。
・役場２階の議会事務局での閲覧（平日午前８：30 ～午後5：15）
・村公式ウェブサイトに掲載

木島平村 で検索して、次のように進んでください。

※12月定例会会議録は、現在作成中のため次回定例会までに掲載予定です。

公式ウェブサイト（トップページ下段）の 木島平村議会  →  会議録

　

　スマートフォン・タブレット
からは、ＱＲコードの読取り
でご覧いただけます。

議会を傍聴しませんか

本会議は、どなたでも傍聴できます。
傍聴席は、役場２階 議場後方が入口です。

　また、本会議は、ふう太ネットで生放送および
再放送をしています。
　開会日と閉会日の再放送は、当日の午後７時
からです。一般質問の再放送は、ふう太ネット
番組表または音声放送等でご確認ください。

【３月議会定例会】※現時点での予定です。

　　開　会　日　２月27日（金）
　　一般質問①　３月 ５日（木）
　　一般質問②　３月 ６日（金）
　　閉　会　日　３月17日（火）

次回定例会の開催予定

２月1２日（木）午後５時
　議会事務局へ直接お持ちいただき、事務局職員
　に説明をお願いします。

請願・陳情の受付締切日
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【加入資格】
・60歳未満　
・国民年金1号被保険者
・農業に年間60日以上従事している方
※ 60 ～ 65 歳の方は一定の要件を満
たせば加入できます。
　詳細はお近くの JA または農業委員
会事務局へお問い合わせください。

★農家の経営と暮らしに役立つ情報誌
★毎週金曜日発行
★購読料 1か月 700 円
★どこでも読める電子版も配信中
　購読のお申込みは、地域の農業委員・
農地利用最適化推進委員または農業委
員会事務局まで。

老後の
安心は

国民年金国民年金
＋＋

農業者年金で！農業者年金で！

全国農業新聞を
　購読しませんか？
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①農地中間管理事業
　農地中間管理機構が農地の中間的な受け皿となり、農地を借り受け、担い手に貸し付ける制度です。
〈メリット〉
・契約期間の満了により貸借契約が終了するので、安心して農地を貸すことができます。
・�農地を複数人に貸したり、複数人から借りたりしても、賃料の支払い・受け取りは一括して機構と行いま
す。

〈主な要件・注意点〉
・契約期間は、使用貸借・賃貸借ともに5年以上、11年未満です。
・物納は水稲耕作用で借りる場合の「米」に限ります。
・仮登記、抵当権等は、原則として抹消が必要です。
●問い合わせ：木島平村農業振興公社（82-4410）

②農地法第3条
　貸し主と借り主による農地の貸借契約を有効にするための許可手続きです。

●問い合わせ：農業委員会事務局（産業課 農林係）

農地の貸借・売買手続きのご案内農地の貸借・売買手続きのご案内
農地の貸借

農地の売買
①農地売買事業
　地域計画の達成に向けて効率的で安定的な農業経営を目指す担い手（認定農業者等）を対象に、農地中間
管理機構が農地を買い入れて売り渡す制度です。
〈メリット〉
・�売り主には800万円までの譲渡所得の特別控除、買い主には不動産取得税及び登録免許税の軽減が受けら
れます（農振農用地のみ対象）。
・�所有権移転登記の手続きは、農地中間管理機構が行います（書類の提出や登録免許税の負担あり）。
〈主な要件・注意点〉
・�買い主の買受後の経営面積が40a以上で、概ね1ha以上の農地の団地化が図られることが必要です（特例
要件あり）。
・売買価格は、近傍類似土地の通常の取引価格や固定資産税評価額を勘案して協議・決定します。
・土地の買入・売渡時に所定の手数料がかかります。
・売渡の際に利息を負担いただく場合があります。
・相談から農地の売り渡しまで、概ね６か月かかります。
●問い合わせ：長野県農地中間管理機構　長野県農業開発公社北信事業所（0269-22-3111）

②農地法第3条
　売り主と買い主による農地の売買契約を有効にするための許可手続きです。売買価格の決定や売買契約、
農地の引き渡し、所有権移転登記等の手続きは、売り主と買い主が行います。
●問い合わせ：農業委員会事務局（産業課 農林係）

契約期間の満了にご注意ください！
　農地法第3条の許可を受けた賃貸借契約は、期間満了により解約とはならず、更新したものとみな
されます。契約を終了するには、原則として期間満了の1年～6か月前に相手方に通知するか、双方
が合意解約する必要があります。詳しくはお問い合わせください。
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われら　　年生まれ午午
2026年／令和８年

　明けましておめでとうございます。
　村内の年男・年女の中から、次の方々に今年の抱負や
決意などを寄せていただきました。

今年は、これまで積み重ねてきた経験を土台に、失敗を恐
れず挑戦し、仕事でも私生活でも一歩踏み出す勇気を大切に
したいと思います。また、地域の皆様に支えられていること
への感謝を忘れず、人とのつながりをより深めながら、自分
自身を成長させる一年にしていきたいと思います。
心身の健康にも気を配り、充実した日々を送っていきたい
と思います。

栗林　侑
ゆ う き

希 さん（大町・平成14年生）

うま

今年は、仕事や自分の成長のため新たなスタートを切る
機会としたいと思います。
健康で一日一日を大切に挑戦と成長を意識して駆け抜け
たいとも思います。
「うま」くいくか、わかりませんが・・・。
家族や会社の人たち等お互い支えあい、毎日生かされて
いることに感謝し、自慢のできる仕事をしていきたいと思
います。

片桐　春
は る き

樹 さん（中村・昭和53年生）

いつの間にか６度目の年女を迎え、身体のあちこちに不具
合も生じてきたり、さざ波どころか台風が吹きあれる事も幾
度かありましたが、午年生まれの特徴は明るく元気な人が多
いとの事なので、多少の事には目をつぶって前を向いていた
いですね。おかげ様で息子夫婦や３人の孫達と賑やかに暮ら
せる毎日に感謝、目標とする先輩や頼りになる友人、仲間達
と今年もおだやかな一年を過ごせますように！

長坂　美
み ち こ

智子 さん（大町・昭和29年生）

西暦 2026 年、十二支でいうと午年です。力強さと、躍動感、前進を象徴す
る縁起の良い年を迎えます。私は昭和 5年生まれ。今年で 96歳を迎えます。
15歳で志願兵として横須賀海軍
へ行き半年で終戦を迎えこの村へ
帰ってきました。そこからずっと大
好きな木島平村で過ごしています。
現在、息子夫婦と孫の５人で暮ら
しています。
妻は早くに旅立ちましたが健康
で穏やかに今年も過ごしていきた
いと思います。

瀧澤　榮
え い た ろ う

太郎 さん（稲荷・昭和５年生）

孫と一緒に孫と一緒に
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結婚して 7年、木島平へ嫁いで４年が経ちました。最初は分からな
い事が多く、戸惑う事だらけでしたが、村での生活にも慣れ、友人も出
来ました。今年は村での子育てを楽しみつつ、仕事、プライベートを充
実させたいです。また、子ども達には自然の中で、のびのびと元気に逞

たくま

しく育ってほしいと思います。
この木島平で子どもたちと一緒に日々成長していけたらと思います。

森　沙
さ お り

織 さん（中町・平成２年生）

さすがに近ごろは何をするにも「手足の動きが小さく遅い！」と感じています。
「ゆっくりでも止めずに続けろ！」と自分を励ましています。「晴れたら一度は太陽
さんの下で」、「その日にできることを楽しんで」、「食事は３０回かんで」、これを
心がけています。今年も妻と二人三脚で野菜作り水田の子守など頑張りたいです。
「今日も１日よかったなあ」と思える日々が続くよう念じながら八

や そ じ

十路を前向きに
歩みます。

阿部　弘
ひろむ

 さん（中島・昭和17年生）

今年、とうとう還暦を迎えてしまいます。信じられないし、信じたくない気持ちで
す。毎日、忙しく過ごしており、あっという間に時間だけが過ぎていき、このまま歳
だけとるのは絶対にいやだと思い、節目の年、趣味、やりたい事にあてる時間を作り、
楽しく毎日を過ごしていきたいと思っています。

森　春
は る み

美 さん（中町・昭和41年生）

① 髙藤 小
こ う め

梅 さん
　　（平沢）

平成26年生・
中部地区・女子

①�算数の問題が分かる
ようになってきたの
で頑張りたい。
②絵を描くこと。

①決意や目標
②趣味や特技など

② 湯本 紗
さ ほ

穂 さん（市之割）
①勉強と部活
②�推し活（主にミセスとSnowManのさっく
ん）・ダンス・ピアノ

④ 関谷 心
こ は る

花 さん（高石）
①陸上と算数の勉強を頑張りたい。
②ピアノで好きな曲をたくさんひきたい。

③ 近藤 楓
ふ う か

花さん（南鴨）
①�算数をとくいにしたい。もっと絵がうまくなりたい。
②�絵を描くこと。食べること。アニメを見ること。

⑤ 小林 由
ゆ い

依さん（西小路）
①�６年生になるので、下級生のお手本になれるよう
に、勉強や委員会活動などを頑張りたい。

②�マンガを集めることと、シマエナガのグッズを集
めること。

１ ２ ３ ４ ５
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根
塚
遺
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

根
塚
遺
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

関
連
講
座
　
開
催

関
連
講
座
　
開
催

昨
年
度
の
11
月

に
東
日
本
篇
、
西

日
本
篇
と
２
日
間

に
分
け
て
開
催
し

た
根
塚
遺
跡
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
関
連

講
座
を
12
月
６
日

に
農
村
交
流
館
研

修
室
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

根
塚
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
か
ら
１
年
が

経
過
し
た
こ
と
か

ら
、「
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
成
果
と
研

究
の
進
展
」
と
題

し
て
、
生
涯
学
習

課
の
室
正し

ょ
う
い
ち一
主
任
が
講
師
と
な
り
、
前
段
は
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
中
で
７
名
の
先
生
方
が
話
さ
れ
た
内
容

【
三
韓
土
器
・
ヒ
ス
イ
勾ま

が
た
ま玉

・
有ゆ

う
こ
う
と
い
し

孔
砥
石
・
九
州
と

日
韓
関
係
な
ど
】
の
復
習
を
行
い
ま
し
た
。

後
段
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
の
動
向
と
し
て
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
根
塚
遺
跡
に
残
さ

れ
た
遺
構
に
係
る
【
根
塚
墳ふ

ん
き
ゅ
う
ぼ

丘
墓
の
土
器
出
土
状
況

と
大
型
建
物
跡
、
墳
丘
墓
か
ら
見
つ
か
っ
た
ガ
ラ
ス

ビ
ー
ズ
と
そ
の
流
通
な
ど
】
に
つ
い
て
、
専
門
用
語

を
な
る
べ
く
使
わ
ず
分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
資
料
館

ふ
る
さ
と
資
料
館

第
７
回

第
７
回  

せ
っ
こ
塾

せ
っ
こ
塾

シ
ニ
ア
学
級

シ
ニ
ア
学
級

開催

12
月
20
日
に
親
子
し
め
縄
づ
く
り
講
習
会

を
木
島
平
小
学
校
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
20
年
以
上
続
い
て
き
た
、
こ

の
時
期
の
公
民
館
の
伝
統
行
事
と
な
っ
て
お
り
、

今
年
も
高
橋
一か

ず
ひ
こ彦
さ
ん
（
柳
久
保
）、
山
﨑

栄え
い
き喜

さ
ん
（
稲
荷
）、高
澤
道み

ち
と
も知

さ
ん
（
稲
荷
）

に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
親
子
総
勢

25
人
の
参
加
が
あ
り
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

２
時
間
か
け
て
し
め
縄
を
作
り
ま
し
た
。

第
７
回
せ
っ
こ
塾
を
11
月
26
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

前
半
の
教
養
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
【
生
活
】、
狩
野
森し

ん

さ

ん
（
株
式
会
社
黒
姫
和
漢
薬
研
究
所
）
を
講
師
に
、
最
初
に
薬

草
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
後
、
５
種
類
《
ど
く
だ
み
・

ヨ
モ
ギ
・
く
わ
・
柿
の
葉
・
ス
ギ
ナ
》
の
薬
草
茶
の
試
飲
を
行

い
、
そ
の
成
分
と
効
能
、
飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ
等
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
種
類
が
異
な
る
薬
草
茶
を
３
か
ら
６
種
類
混
ぜ
て
〝

肌
荒
れ
予
防
〟〝
冷
え
知
ら
ず
〟
な
ど
の
15
種
類
の
中
か
ら
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
体
調
に
あ
っ
た
２
種
類
の
ブ
レ
ン
ド
テ

ィ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
大
変
楽
し
か
っ
た
と
い
う

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
の
サ
ー
ク
ル
活
動
は
合
唱
、
木
島
平
を
音
楽
で
盛
り
上

げ
隊
の
皆
さ
ん
に
指
導
に
い
た
だ
き
、冬
の
歌
「
寒
い
朝
」「
冬

景
色
」、
ま
た
村
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て
村
歌
「
栄
え
行

け
木
島
平
よ
」
な
ど
全
11
曲
を
歌
い
ま
し
た
。

薬草茶の試飲薬草茶の試飲

ブレンドティーの作成ブレンドティーの作成

◇
木
島
平
村
公
民
館
報
に
つ
い
て
の
意
見
・
要
望

等
を
、
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
の
編
集
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
館
報
編
集
委
員
会
】

親子しめ縄づくり講習会　開催
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今 月 の 一 冊

図書館だより図書館だより

☆児童図書児童図書☆

☆新着図書新着図書☆

公民館図書委員 辻村　安
や す え

江
最近、人との会話で「あれ、あれ、ほら、あの〜」と言葉に詰まること
が増えたと感じていませんか？
そんな方にこそ試してほしいのが、この本です！
驚くことに、早口ことばをわずか 1〜 2週間続けるだけで、個人差はあ
れど、脳の処理能力が向上するという研究結果が！「早口ことばが脳に効
くなんて！」と目からウロコですよね。
この本は、あの医学博士・川島隆太先生が監修しており、脳科学的な裏
付けもしっかり解説されています。
実は、スマホ操作中の脳は、ほとんど動いていない “眠った状態 ”になっ
ていることが分かっています。つまり、「あれ、あの〜」は若者だって他
人事ではない。
早口ことばは、脳を活性化させるだけでなく、滑

かつぜつ

舌も良くなり、何より
手軽に始められます。面接前のこの時期に超おすすめ！
なんと！こちらの本、簡単な言葉から難易度の高い言葉まで様々な早口ことばが満載。お子様と一緒
に問題を出し合うのも効果的で、コミュニケーションを高めるためにも活用できて一石二鳥です。
頭をリフレッシュさせ、会話に自信が持てるようになる一冊。ぜひ、あなたの新しい習慣にしてくだ
さい！

シ
リ
ー
ズ
　

シ
リ
ー
ズ
　
木木おお

島島らら

平平ほほ

のの
方方こ
と
ば

こ
と
ば言言
⑱⑱

「脳に効く早口ことば」
川島隆

りゅうた

太、大谷健
け ん た

太／著

「
お
め
す
と
ご
ざ
ん
し
た
。
今
年
の
正
月

な
っ
ち
ょ
だ
え
。」

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
の
正

月
は
ど
う
で
す
か
。

「
お
や
じ
ど
こ
え
っ
た
。
ま
だ
、
け
え
っ

て
こ
ね
ん
か
。」

　
お
父
さ
ん
は
ど
こ
に
行
き
ま
し
た
か
。

ま
だ
、
帰
っ
て
来
な
い
の
で
す
か
。

「
じ
ょ
う
会
か
ら
ま
だ
け
え
っ
て
こ
ね

で
。」

　
常
会
か
ら
ま
だ
帰
っ
て
来
ま
せ
ん
。

「
か
あ
ち
ゃ
、
と
う
ち
ゃ
、
か
え
ど
の
ち
ょ

ん
ち
ょ
ん
道
で
、
べ
ろ
ま
っ
て
す
っ
こ
ろ

ん
だ
。」

　
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
は
街
道
の
小
路

で
、
よ
ろ
け
て
転
ん
だ
。

「
な
じ
ょ
し
た
も
ん
だ
。
す
ぐ
え
ぐ
。」

　
ど
う
し
た
ん
だ
。
す
ぐ
に
行
き
ま
す
。

「
あ
～
あ
。
で
ん
ご
ろ
え
っ
ぺ
く
っ
つ
け

て
、
し
ょ
ー
ね
え
な
あ
。」

　
あ
あ
。
雪
の
塊
を
た
く
さ
ん
付
け
て
、

仕
方
な
い
で
す
ね
。

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

ちっちゃな図書館往郷911-7若者センター内　☎82-3111(内線206)　月曜日休館
開館時間・平日9時～17時45分／土日祝8時30分～17時15分

もうすぐおしょうがつ（西
に し む ら

村繁
し げ お

男） うれしたのし江
え ど

戸文
も ん よ う

様（熊
く ま が い

谷博
ひ ろ と

人） ケケと半
は ん ぶ ん

分魔
ま じ ょ

女（角
か ど の

野栄
え い こ

子）
放
ほ う か ご

課後ミステリクラブ4，5（知
ち ね ん

念実
み き と

希人）　ねえどっちがすき？（安
や す え

江リエ／降
ふ り や

矢奈
な な

々）

オーバードーズする子どもたち（松本俊
と し ひ こ

彦）  かぎ針編みの編み図が読めるようになる本（kiho.他）
言語化するための小説思考（小川哲

さとし

）　犯人と二人きり（高野和
か ず あ き

明）　さよならの保険金（額
ぬ か が

賀澪
み お

）
「太陽光発電、マジわからん」と思ったときに読む本（峯元高

た か し

志） 地域づくりのやる気学（山浦陽
よ う い ち

一,他）
みずいらず（染井為

た め ひ と

人）暗闇法廷（下村敦
あ つ し

史）緑十字のエース（石田夏
か ほ

穂）助太刀稼業1～3（佐伯泰
や す ひ で

英）
いますぐできる！接客・サービス業のためのアンガーマネジメント（安藤俊

し ゅ ん す け

介）　スイッチ・ライフ（夕
ゆ う

鷺
さ ぎ

かのう）
日本酒呑んで旅ゆけば（山内聖

き よ こ

子）
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２/５㈭ 〇集まろう！
　通いの場「ピース」

２/18㈬ 〇集まろう！
　通いの場「ピース」

２/19㈭ 〇安心買い物ツアー

２/25㈬ ○ふれあいランチ

木
島
平
村
社
会
福
祉
協
議
会

会
　
長
　
武 

田  

彰 

一

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び

い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

を
申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
木
島
平
村
社
会
福

は
、
日
頃
よ
り
木
島
平
村
社
会
福

祉
協
議
会
の
活
動
に
、
ご
理
解
と

祉
協
議
会
の
活
動
に
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

し
上
げ
ま
す
。

社
協
の
活
動
は
常
に
大
勢
の
協

社
協
の
活
動
は
常
に
大
勢
の
協

力
団
体
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

力
団
体
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
の
力
を
い
た
だ
い
て
成
り
立
っ

様
の
力
を
い
た
だ
い
て
成
り
立
っ

て
お
り
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

て
お
り
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
皆
様
の
期
待
に
沿
っ
た
も

と
も
に
皆
様
の
期
待
に
沿
っ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

の
で
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
が
一
時
の
勢
い
を

コ
ロ
ナ
感
染
が
一
時
の
勢
い
を

弱
め
、
社
協
の
活
動
も
以
前
の
活

弱
め
、
社
協
の
活
動
も
以
前
の
活

動
に
追
い
付
こ
う
と
、
地
域
社
会

動
に
追
い
付
こ
う
と
、
地
域
社
会

の
活
性
と
住
民
の
安
心
が
図
ら
れ

の
活
性
と
住
民
の
安
心
が
図
ら
れ

る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

九
月
の
高
齢
者
へ
の
敬
老
訪
問

九
月
の
高
齢
者
へ
の
敬
老
訪
問

で
は
、
玄
関
で
訪
問
に
対
応
し
て

で
は
、
玄
関
で
訪
問
に
対
応
し
て

い
た
だ
い
た
一
〇
〇
歳
を
迎
え

い
た
だ
い
た
一
〇
〇
歳
を
迎
え

ら
れ
た
元
気
な
姿
に
感
銘
を
受

ら
れ
た
元
気
な
姿
に
感
銘
を
受

け
、
特
に
今
回
の
訪
問
で
は
高
齢

け
、
特
に
今
回
の
訪
問
で
は
高
齢

者
の
元
気
な
姿
に
驚
き
と
安
心
を
感

者
の
元
気
な
姿
に
驚
き
と
安
心
を
感

じ
ま
し
た
。
本
年
度
の
行
事
は
村
政

じ
ま
し
た
。
本
年
度
の
行
事
は
村
政

七
十
周
年
記
念
行
事
の
冠
付
き
で
計

七
十
周
年
記
念
行
事
の
冠
付
き
で
計

画
さ
れ
、
十
月
の
村
民
祭
ふ
れ
あ
い

画
さ
れ
、
十
月
の
村
民
祭
ふ
れ
あ
い

広
場
の
開
催
は
昨
年
に
続
き
大
勢
の

広
場
の
開
催
は
昨
年
に
続
き
大
勢
の

皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
度
の
障
が
い
者
希
望
の
旅
・
じ

本
年
度
の
障
が
い
者
希
望
の
旅
・
じ

ょ
ん
の
び
は
十
一
月
に
長
野
方
面
に

ょ
ん
の
び
は
十
一
月
に
長
野
方
面
に

足
を
延
ば
し
、
善
光
寺
参
拝
と
ホ
テ

足
を
延
ば
し
、
善
光
寺
参
拝
と
ホ
テ

ル
に
て
洋
食
を
い
た
だ
く
試
み
と
し
、

ル
に
て
洋
食
を
い
た
だ
く
試
み
と
し
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
一
日
じ
ょ
ん
の

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
一
日
じ
ょ
ん
の

び
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

び
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
高
齢
者
が
利
用
す
る
社
協

多
く
の
高
齢
者
が
利
用
す
る
社
協

の
各
事
業
所
で
は
、
感
染
対
策
に
は

の
各
事
業
所
で
は
、
感
染
対
策
に
は

特
に
注
意
を
払
っ
て
き
ま
し
た
が
、

特
に
注
意
を
払
っ
て
き
ま
し
た
が
、

時
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
施
設
内
感

時
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
施
設
内
感

染
が
起
き
る
事
態
が
あ
り
ま
し
た
が
、

染
が
起
き
る
事
態
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
時
そ
の
時
の
対
応
を
し
っ
か
り

そ
の
時
そ
の
時
の
対
応
を
し
っ
か
り

と
行
い
、
抵
抗
力
の
弱
い
高
齢
者
の

と
行
い
、
抵
抗
力
の
弱
い
高
齢
者
の

皆
さ
ま
に
今
後
も
安
心
し
て
利
用
し

皆
さ
ま
に
今
後
も
安
心
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

な
っ
て
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
た
。年

を
と
っ
て
も
、
足
腰
が
弱
く
な

年
を
と
っ
て
も
、
足
腰
が
弱
く
な

っ
て
も
い
つ
ま
で
も
在
宅
で
生
活
す

っ
て
も
い
つ
ま
で
も
在
宅
で
生
活
す

る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
家
庭
の
実
現
の
お
手
伝
い

す
。
そ
の
家
庭
の
実
現
の
お
手
伝
い

を
す
る
の
が
社
協
の
役
目
で
あ
り
、

を
す
る
の
が
社
協
の
役
目
で
あ
り
、

在
宅
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
昼
間
は
社

在
宅
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
昼
間
は
社

協
が
お
世
話
す
る
。
そ
の
こ
と
で
家

協
が
お
世
話
す
る
。
そ
の
こ
と
で
家

庭
内
の
介
護
に
よ
る
離
職
を
な
く
す

庭
内
の
介
護
に
よ
る
離
職
を
な
く
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
村
と
社
協
の
活
動
に
よ
り
元
気

た
、
村
と
社
協
の
活
動
に
よ
り
元
気

な
高
齢
者
が
増
え
、
村
が
も
っ
と
も

な
高
齢
者
が
増
え
、
村
が
も
っ
と
も

っ
と
元
気
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
考

っ
と
元
気
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
、
木
島
平
村
社
会
福
祉
協

私
た
ち
、
木
島
平
村
社
会
福
祉
協

議
会
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
お
一
人
お

議
会
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
お
一
人
お

一
人
に
寄
り
添
い
、
地
域
共
生
社
会

一
人
に
寄
り
添
い
、
地
域
共
生
社
会

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

木島平村社協
公式ウェブサイト



社協だより 2026.1（No.384）

39

　　　

【12月10日】
・ごはん　
・さばの味噌煮
・鶏のつくね　
・ポテトサラダ
・人参しりしり
・くだもの　

・一人暮らしの高齢者、障がい者
・高齢者、障がい者のみの世帯
・昼間、高齢者、障がい者のみとなる世帯

対象となる方は下記のとおりです対象となる方は下記のとおりです

第２、４水曜日を活動日とし、
地域ボランティアの協力のもと
配食サービスを行っています。
１食：４００円
昼食のみ（１１時～１２時の間に
お届けします）

ふれあいランチだより

【12月24日】　
・ごはん　・豆腐ナゲット
・白菜のコールスロー　
・ナポリタン
・餃子の皮のチーズ焼き　
・りんごの蒸しケーキ

調理に興味のある方、配達にご協力いただける方
を募集しています。一緒に活動してみませんか。
問合せ：社協☎0269（82）4888

ふれあいランチボランティア募集ふれあいランチボランティア募集

栄養豊富な、手作
りお弁当はいかが
ですか？
ご利用を希望され
る方は、木島平村
社協 尾澤までご
連絡ください。

十
二
月
二
十
日 

社
会
福
祉
大
会

が
村
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

大
会
で
は
、
日
頃
か
ら
社
会
福
祉

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様
の
表
彰

を
は
じ
め
、
記
念
講
演
会
、
災
害
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

表
彰
で
は
、
木
島
平
村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
様
、
下
高
井
農
林
高
等
学

校
様
の
日
頃
、
取
り
組
ま
れ
る
地
域

福
祉
推
進
活
動
の
功
績
を
讃
え
ま
し

た
。

記
念
講
演
会
で
は
、
大
会
テ
ー
マ

で
も
あ
る
〝
災
害
支
援
か
ら
見
え
た

安
心
な
地
域
と
は
〟
に
つ
い
て
長
野

県
社
協
の
山
﨑
博
之
さ
ん
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
台

風
19
号
災
害
、
能
登
半
島
地
震
の
災

害
支
援
に
携
わ
る
中
で
見
え
て
き
た
、

地
域
又
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
で
き

る
備
え
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安
心
な
地

域
と
は
、
お
互
い
が
つ
な
が
り
合
え

て
い
る
、
気
に
か
け
あ
え
る
地
域
と

い
う
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
後
、
災
害
体
験
と
し
、
日
赤

奉
仕
団
員
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
・

ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
体
験
・
備
蓄
し

　10月 1日から実施しております赤い羽根共同募
金に、あたたかいご協力をいただきありがとうござ
いました。
　12 月末現在、１, ４８５, ４１２円のご協力をい
ただきました。
　ふれあい広場でのカレーの売上げは３１,８００円
でした。　　　　　　　　　　　　　（12月末現在）

赤い羽根共同募金

募  金  方  法 件　数 金　額

戸 別 募 金 1,090件 1,014,995円

事 業 者 募 金 51件 　346,097円

職 域 募 金 ３件 40,450円
イ ベ ン ト 募 金
（ふれあい広場他） ２件 59,319円

そ の 他 15件 24,551円

合　　計 1,161件 1,485,412円

木
島
平
村

木
島
平
村

　
社
会
福
祉
大
会

　
社
会
福
祉
大
会

て
い
る
食
材
を
使
っ
た
調
理
体
験
や

災
害
食
体
験
・
災
害
の
危
険
に
つ
い

て
考
え
る
、
災
害
ま
ち
が
い
探
し
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
な
る
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
体
験
を
実

施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
、
村
内
で
活
動

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活

動
展
示
を
し
、地
域
に
あ
る
安
心（
さ

さ
え
あ
い
）
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

他
に
も
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
、
ス

タ
デ
ィ
ー
ド
ラ
イ
ブ
に
も
取
り
組
み
、

皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
食
材
、
文
具

を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
寄
附
頂
い
た
品
は
、
必
要
と
さ

れ
る
方
に
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

第
二
十
一
回
　
木
島
平
村

第
二
十
一
回
　
木
島
平
村

　
　
　
　
社
会
福
祉
大
会
　
開
催

　
　
　
　
社
会
福
祉
大
会
　
開
催

第
二
十
一
回

第
二
十
一
回

開催開催

社会福祉協議会表彰
【地域福祉推進功労】
・木島平村老人クラブ連合会 様
・下高井農林高等学校 様



 

 芳川  陽
は る

琉くん
 我が家の

 令和５年 10 月 29 日生まれ

（高石区/智
と も き

樹さん・優
ゆ い

衣さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！掲載されたご家庭に
は、ふう太ネットでの放送を収録したDVDまたはBD
のどちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。詳
しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 1 月 1 日現在
（令和２年国勢調査に基づく推計値）

1,916（-1） 2,049（-8） 3,965（-9）1,522（-3）

　
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
お
兄
ち
ゃ
ん

と
追
い
か
け
っ
こ
を
し
て
遊
ぶ
こ
と

が
好
き
な
陽
琉
く
ん
。

　
苦
手
な
野
菜
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

自然劇場

◆令和８年 1 月 15 日（毎月 1 回発行）　　◆有限会社 高錦堂印刷所

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269（82）3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

１月掲載承諾分動きの人人人人

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

高
木　

清
き
よ
か
ず一

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
村
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
式
典
で
い
た
だ
い
た
記
念
誌
に
は
、
子
ど
も
達
の

明
る
い
笑
顔
や
イ
キ
イ
キ
と
活
動
さ
れ
る
村
民
の
皆
様
の
様
子

が
総
合
計
画
の
も
と
で
し
っ
か
り
と
描
か
れ
て
お
り
、
未
来
に

向
け
て
着
実
に
歩
み
始
め
て
い
る
こ
と
に
大
い
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

　

新
幹
線
を
降
り
故
郷
に
目
を
向
け
る
と
、
美
し
い
日
本
の
原

風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。経
済
を
基
盤
と
し
た
時
間
軸
か
ら
、

大
自
然
の
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間
軸
へ
と
人
を
導
い
て
く
れ

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
現
在
は
高
度
経
済
情
報
化
社
会
で
あ
り
、
村

に
も
コ
ス
ト
ベ
ー
ス
の
数
値
至
上
主
義
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
辺
り
に
目
を
向
け
れ
ば
、
大
自
然
の
息
吹
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
太
古
か
ら
続
く
大
き
な
鼓
動
が
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
で
す
。
二
つ
の
時
間
軸
を
同
時
に
享
受
で
き
る
こ

の
環
境
に
心
か
ら
感
動
し
て
い
る
と
、
忘
れ
か
け
て
い
た
何
か

大
切
な
事
を
、大
自
然
が
語
り
掛
け
て
き
て
く
れ
て
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
気
も
し
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
木
島
平
村
へ
、
今
後
ま
す
ま
す

多
く
の
方
が
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
日
䑓
村
長
を
始
め
、
村

民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
わ
り
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と

応
援
団
木
島
平
会
の
活
動
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
、
木
島
平
村
の
さ
ら
な
る

発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

376

ごめいふくをお祈りします

　  11   .30         北　鴨  　　佐藤　恒
つね

治
じ

　　    （95）
　  12   .  1         糠　千  　　渡辺ケサエ　　    （96）
　  12   .  5         北　鴨  　　山田　信

のぶ

重
しげ

　　   （90）
　  12   .  9         スキー場  　　吉野　治

はる

雄
お

　　    （77）
　  12   .20         平　沢  　　髙藤ユキエ　　  （95）
　  12   .23          北　鴨  　　日䑓三

み

枝
え

子
こ

　　    （74）
　  12   .27          柳久保  　　湯本　壽

とし

美
み

　　    （88）
　  12   .27          南　鴨  　　土屋　久

ひさ

江
え

　　   （91）

　  12.  1         　庚    　　佐藤　寛
かん

太
た

　  （厚
あつし

・真
ま

悠
ゆ

子
こ

）
　  12.16         中　村 　　本山　真

ま

央
お

　  （智
とも

章
あき

・千
ち

優
ひろ

）

こんにちは赤ちゃん
    　誕生日　        集　落　　　　氏　　名            父・母

 

おしあわせに

　  12   .21   　     幸野　圭
けい

純
じゅん

　　　　　（南　鴨）

　　　　　   　     小田切麻
ま

耶
や

　　　　    （飯山市）

　　届出日　　　  　氏　　名    　　　　出身地区等
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